
投
入
と
言
え
ば
、
井
島
先
生
は
無
類
の
本
好
き
と
し
て
も
知
ら
れ
て
お

り
、
そ
ん
な
も
の
ま
で
買
っ
て
、
ど
の
よ
う
に
研
究
に
生
か
す
の
だ
ろ

う
か
と
不
思
議
に
な
る
ほ
ど
、
国
語
学
関
係
の
あ
ら
ゆ
る
研
究
書
・
資

料
を
購
入
し
て
い
ら
し
た
。
紙
の
本
を
所
有
す
る
と
い
う
文
化
が
、
文

学
部
の
学
生
に
お
い
て
さ
え
廃
れ
つ
つ
あ
る
現
在
、
学
術
出
版
は
、
こ

れ
ま
で
こ
の
よ
う
な
研
究
者
に
よ
っ
て
支
え
ら
れ
て
き
た
の
だ
な
と
、

あ
ら
た
め
て
考
え
さ
せ
ら
れ
る
。

関
心
の
幅
広
さ
と
い
う
意
味
で
は
、
専
門
分
野
の
研
究
に
お
い
て
も

同
様
で
あ
り
、
単
に
幅
広
く
勉
強
を
す
る
と
い
う
に
と
ど
ま
ら
ず
、
驚

く
ほ
ど
多
様
な
テ
ー
マ
の
論
文
を
生
産
し
て
こ
ら
れ
た
。
井
島
先
生
ご

自
身
の
ま
と
め
に
よ
る
と
、
使
役
や
受
身
な
ど
格
に
関
わ
る
問
題
、
ロ

シ
ア
や
フ
ラ
ン
ス
の
物
語
理
論
を
下
敷
き
に
し
た
テ
ン
ス
理
論
、
言
語

行
為
論
を
下
敷
き
に
し
た
モ
ダ
リ
テ
ィ
の
理
論
、
「
は
」
と
「
が
」
の

違
い
な
ど
を
論
じ
る
情
報
構
造
理
論
、
「
行
く
」
と
「
来
る
」
の
違
い

な
ど
を
含
む
視
点
理
論
、
順
接
・
逆
接
、
仮
定
・
確
定
の
違
い
と
し
て

論
じ
ら
れ
る
条
件
文
の
理
論
、
否
定
や
数
量
詞
に
関
す
る
理
論
、「
も
」

や
副
助
詞
な
ど
の
い
わ
ゆ
る
〈
と
り
た
て
詞
〉
の
理
論
、
「
の
だ
」
「
こ

と
だ
」
「
も
の
だ
」
な
ど
形
式
名
詞
述
語
文
の
理
論
、
古
典
語
の
モ
ダ

リ
テ
ィ
理
論
、
現
代
語
複
文
の
テ
ン
ス
・
ア
ス
ペ
ク
ト
理
論
な
ど
、
そ

の
時
そ
の
時
の
学
界
の
潮
流
と
も
連
動
し
つ
つ
、
研
究
対
象
を
変
化
さ

せ
て
い
ら
し
た
。
研
究
が
細
分
化
さ
れ
て
い
る
現
在
の
学
界
状
況
を
考

え
る
と
、
こ
れ
は
驚
異
的
な
こ
と
で
あ
る
。
現
時
点
で
単
著
の
形
で
公

刊
さ
れ
て
い
る
の
は
『
中
古
語
過
去
・
完
了
表
現
の
研
究
』
（
ひ
つ
じ

書
房
）
と
い
う
、
古
典
語
の
テ
ン
ス
・
ア
ス
ペ
ク
ト
に
つ
い
て
の
研
究

成
果
を
お
ま
と
め
に
な
っ
た
も
の
で
あ
る
が
、
今
後
、
こ
れ
ま
で
の
研

究
成
果
を
現
在
の
地
点
か
ら
整
理
し
、
後
学
の
た
め
に
著
書
と
し
て
ま

と
め
て
く
だ
さ
る
こ
と
を
期
待
し
た
い
。
井
島
先
生
は
、
定
年
退
職
後
、

故
郷
の
熊
本
に
戻
っ
て
、
悠
々
自
適
の
生
活
を
す
る
と
の
こ
と
で
あ
る
。

大
学
雑
務
か
ら
解
放
さ
れ
、
こ
れ
ま
で
以
上
に
研
究
に
専
念
で
き
る
こ

と
を
お
祈
り
し
た
い
。

本
誌
『
日
本
語
学
論
集
』
は
今
号
で
第
二
〇
号
を
迎
え
る
が
、
創
刊

に
向
け
て
尽
力
し
た
の
が
井
島
先
生
で
あ
っ
た
。
初
代
編
集
長
と
し
て
、

誌
名
・
体
裁
の
検
討
か
ら
、
印
刷
会
社
・
入
稿
方
法
の
確
定
ま
で
、
本

誌
の
発
行
を
完
全
に
軌
道
に
乗
せ
た
の
は
大
き
な
功
績
で
あ
っ
た
。
三

号
程
度
で
終
わ
る
か
も
し
れ
な
い
と
囁
か
れ
て
い
た
本
誌
が
二
〇
年
続

い
て
い
る
の
は
、
出
発
点
で
の
方
策
が
的
確
で
あ
っ
た
か
ら
で
あ
ろ
う
。

現
在
、
大
学
院
生
が
研
究
職
に
就
く
た
め
の
ル
ー
ト
が
、
実
質
的
に
公

募
し
か
な
く
な
っ
て
お
り
、
公
募
に
通
る
た
め
に
は
七
～
八
本
は
論
文

が
必
要
と
な
っ
て
い
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
査
読
付
き
の
学
会
誌
の
み

で
、
そ
れ
だ
け
の
本
数
を
揃
え
る
の
は
至
難
の
業
で
あ
る
。
研
究
職
に

就
い
て
い
る
卒
業
生
の
多
く
が
、
『
日
本
語
学
論
集
』
に
論
文
を
掲
載

で
き
た
こ
と
に
よ
っ
て
、
無
事
に
就
職
が
で
き
た
と
言
っ
て
も
過
言
で

は
な
い
で
あ
ろ
う
。

最
後
に
、
こ
れ
ま
で
の
井
島
先
生
の
国
語
研
究
室
へ
の
多
大
な
る
貢

献
に
感
謝
申
し
上
げ
た
い
。

（
ひ
づ
め

し
ゅ
う
じ

大
学
院
人
文
社
会
系
研
究
科

教
授
）

『
日
本
語
学
論
集
』
第
二
〇
号

二
〇
二
四
年
三
月 

 

助
動
詞
マ
シ
に
共
起
す
る
助
詞
モ
の
位
置
づ
け 

 

小

池

俊

希

 

一

は
じ
め
に

 

助
詞
の
は
た
ら
き
を
検
討
す
る
う
え
で
、
構
文
的
環
境
に
よ
り
用
例

を
お
お
ま
か
に
切
り
分
け
る
と
い
う
研
究
手
法
が
あ
る
。
本
稿
が
検
討

対
象
と
す
る
助
詞
モ
に
つ
い
て
も
、
そ
の
よ
う
な
研
究
手
法
が
採
ら
れ

た
先
例
が
あ
り
（
工
藤
（
一
九
六
三
）
・
𠮷𠮷
田
（
一
九
九
〇
）
・
森
野
（
一
九

九
七
・
一
九
九
八
）
な
ど
）
、
と
く
に
文
末
の
表
現
が
構
文
的
環
境
と
し

て
重
要
視
さ
れ
て
き
た
。 

し
か
し
な
が
ら
、
あ
る
構
文
的
環
境
に
着
目
し
た
際
に
、
そ
の
環
境

を
ほ
か
の
い
ず
れ
の
環
境
と
結
び
つ
け
る
べ
き
か
、
判
断
し
か
ね
る
こ

と
が
あ
る
。
本
稿
で
は
、
そ
の
よ
う
な
構
文
的
環
境
と
し
て
、
助
動
詞

マ
シ
を
取
り
上
げ
る
。 

「
マ
シ
」
を
有
す
る
文
に
は
、
し
ば
し
ば
「
モ
」
が
用
い
ら
れ
る
こ

と
が
知
ら
れ
る
。 

（
１
）
ａ

妹
が
家
も
継
ぎ
て
見
ま
し
を

妹
之
家
毛
継
而
見
麻
思
乎

大
和
な
る
大
島
の
嶺
に
家
も
あ
ら
ま
し
を

家
母
有
猨
尾

 

 
 

（
万
葉
二
・
九
一
） 

ｂ

出
で
て
行
く
道
知
ら
ま
せ
ば
あ
ら
か
じ
め
妹
を
留
め
む
塞

も
置
か
ま
し
を

塞
毛
置
末
思
乎

（
万
葉
三
・
四
六
八
）

「
マ
シ
」
は
、
一
般
に
「
反
実
仮
想
」
を
表
す
語
と
解
さ
れ
、
し
ば

し
ば
意
志
・
推
量
の
助
動
詞
の
一
群
に
配
さ
れ
る
。
そ
の
た
め
、
構
文

的
環
境
か
ら
助
詞
モ
を
整
理
す
る
研
究
で
は
、
「
ム
」
や
「
ベ
シ
」
な

ど
と
同
じ
類
型
と
し
て
、
「
マ
シ
」
と
共
起
す
る
「
モ
」
の
語
性
が
検

討
さ
れ
て
き
た
（
１
）
。 

そ
の
一
方
で
、
諸
研
究
に
指
摘
さ
れ
る
よ
う
に
、
「
マ
シ
」
は
多
く

の
用
例
で
仮
定
条
件
節
を
伴
う
。
あ
る
い
は
、
「…

…

マ
セ
バ…

…

マ

シ
」
の
よ
う
に
仮
定
条
件
節
内
に
も
用
い
ら
れ
る
。
助
詞
モ
は
、
「
麁

玉
の
寸
戸
が
竹
垣
編
目
ゆ
も
妹
し
見
え
な
ば
」（
万
葉
十
一
・
二
五
三
〇
）

の
如
く
、
仮
定
条
件
節
内
に
用
い
ら
れ
る
た
め
、
「…

…

モ…
…

マ
シ
」

と
「…

…

モ…
…

仮
定
条
件
」
と
の
間
に
共
通
す
る
性
質
を
見
出
し
う

る
可
能
性
も
否
定
で
き
な
い
。 

ま
た
、
「
マ
シ
」
は
、
希
望
の
意
が
色
濃
く
汲
み
と
ら
れ
る
表
現
で
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あ
り
、
希
望
表
現
の
ひ
と
つ
と
見
做
す
立
場
も
あ
る
（
２
）
。
と
く
に
、

助
詞
モ
の
用
法
を
整
理
し
た
浅
見
（
一
九
六
六
）
は
、
「
願
望
・
希
求

お
よ
び
強
い
意
志
を
あ
ら
わ
す
よ
う
な
歌
の
場
合
に
、
（
中
略
）
そ
の

対
象
を
『
せ
め
て
～
だ
け
で
も
』
と
指
示
す
る
働
き
を
に
な
う
」
（
八

七
頁
）
と
し
て
お
り
、
「
マ
シ
」
を
希
望
表
現
の
近
く
に
位
置
づ
け
る
。 

以
上
の
よ
う
に
、
助
動
詞
マ
シ
は
意
志
・
推
量
表
現
と
も
、
仮
定
条

件
と
も
、
あ
る
い
は
希
望
表
現
と
も
密
接
な
関
係
を
有
す
る
。
し
た
が

っ
て
、
い
ず
れ
か
ひ
と
つ
の
構
文
的
環
境
を
足
掛
か
り
に
、
「
マ
シ
」

に
共
起
す
る
「
モ
」
の
は
た
ら
き
を
推
定
す
る
こ
と
は
で
き
か
ね
る
。

そ
こ
で
、
「
モ
」
の
は
た
ら
き
の
再
検
討
を
通
じ
て
、
「…
…

モ…
…

マ

シ
」
の
構
文
的
環
境
を
位
置
づ
け
て
ゆ
き
た
い
。

用
例
の
分
析
に
先
立
ち
、
「…

…

モ…
…

マ
シ
」
の
「
モ
」
に
対
す

る
、
先
学
の
解
釈
を
整
理
す
る
。

「
マ
シ
」
を
意
志
・
推
量
の
助
動
詞
と
見
做
す
立
場
か
ら
は
、
「
モ
」

は
多
く
〈
最
小
限
度
〉
と
解
さ
れ
る
（
３
）
。
〈
最
小
限
度
〉
と
は
、
最

小
限
望
ま
し
い
事
態
を
提
示
す
る
こ
と
で
、
よ
り
望
ま
し
い
事
態
を
も

含
意
す
る
用
法
を
指
す
。
「
後
に
も
逢
は
む
」
が
「
今
も
後
も
」
で
は

な
く
、
「
（
今
ハ
逢
エ
ナ
ク
ト
モ
）
せ
め
て
後
に
は
」
を
表
す
こ
と
を
典

型
と
し
て
、
た
し
か
に
意
志
・
推
量
の
助
動
詞
と
共
起
す
る
「
モ
」
が

〈
最
小
限
度
〉
を
表
す
こ
と
は
少
な
く
な
い
。 

（
２
）
ａ 

一
瀬
に
は
千
度
障
ら
ひ
行
く
水
の
後
に
も
逢
は
む

後
毛
将

相

今
に
あ
ら
ず
と
も 

（
万
葉
四
・
六
九
九
） 

ｂ …
…

な
で
し
こ
が

そ
の
花
妻
に

さ
百
合
花

ゆ
り
も

逢
は
む
と

由
利
母
安
波
無
等

慰
む
る

心
し
な
く
は

天
離
る

鄙
に
一
日
も

あ
る
べ
く
も
あ
れ
や

比
奈
尓

一
日
毛
安
流
へ
久
母
安
礼
也

 

（
万
葉
十
八
・
四
一
一
三
） 

ま
た
、
前
述
の
よ
う
に
、
浅
見
（
一
九
六
六
）
は
、
「
マ
シ
」
を
希

望
表
現
の
近
く
に
位
置
づ
け
つ
つ
も
、
〈
最
小
限
度
〉
の
用
法
を
認
め

る
。
た
だ
し
、
希
望
表
現
に
共
起
す
る
「
モ
」
が
〈
最
小
限
度
〉
を
表

す
の
は
、
実
現
可
能
性
の
高
い
事
態
を
提
示
す
る
希
望
表
現
に
限
ら
れ

る
た
め
（
小
池
（
二
〇
二
三
ａ
）
）
、
検
討
の
余
地
が
あ
ろ
う
。 

な
お
、
仮
定
条
件
と
結
び
つ
け
て
「…

…

モ…
…

マ
シ
」
の
「
モ
」

を
解
釈
す
る
論
考
は
管
見
の
か
ぎ
り
見
当
た
ら
な
い
が
、
後
述
の
よ
う

に
、
仮
定
条
件
節
内
の
「
モ
」
も
ま
た
、
も
っ
ぱ
ら
〈
最
小
限
度
〉
に

は
た
ら
く
。 

「
マ
シ
」
に
共
起
す
る
「
モ
」
を
〈
最
小
限
度
〉
と
す
る
立
場
は
、

注
釈
書
類
に
も
多
く
認
め
ら
れ
る
。
冒
頭
に
掲
げ
た
（
１
ａ
）
の
歌
に

立
ち
返
る
と
、
『
代
匠
記
（
精
選
本
）
』
に
「
妹
カ
住
家
ヲ
タ
ニ
」
と
抄

さ
れ
て
以
来
、
『
旧
全
集
』
・
『
新
潮
集
成
』
・
『
新
全
集
』
・
『
釈
注
』
・

『
和
歌
大
系
』
・
『
全
解
』
な
ど
に
お
い
て
、
〈
最
小
限
度
〉
の
は
た
ら

き
が
指
摘
さ
れ
る
。
な
お
、
当
該
歌
の
詳
細
な
解
釈
に
関
し
て
は
、

三
・
一
に
て
後
述
す
る
。
そ
の
一
方
で
、
「
マ
シ
」
に
共
起
す
る
「
モ
」

に
詠
嘆
性
を
認
め
る
指
摘
も
あ
り
（
４
）
、
「…

…

モ…
…

マ
シ
」
の

「
モ
」
に
〈
最
小
限
度
〉
以
外
の
説
明
を
与
え
る
余
地
は
残
さ
れ
て
い

る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。 

以
上
を
小
括
す
る
。
ま
ず
第
一
に
、
「
モ
」
を
整
理
す
る
う
え
で
、

 

構
文
的
環
境
と
し
て
の
「
マ
シ
」
の
位
置
づ
け
は
不
明
瞭
で
あ
る
。
そ

し
て
第
二
に
、
「
マ
シ
」
に
共
起
す
る
「
モ
」
は
、
通
説
で
は
〈
最
小

限
度
〉
と
解
さ
れ
る
が
、
そ
の
妥
当
性
に
は
再
検
討
の
余
地
が
あ
る
。

そ
こ
で
、
本
稿
で
は
、
上
代
に
お
け
る
「
マ
シ
」
の
文
型
を
整
理
し
た

う
え
で
、
「
マ
シ
」
に
共
起
す
る
「
モ
」
の
は
た
ら
き
を
再
検
討
す
る
。

そ
し
て
、
「
モ
」
の
構
文
的
環
境
と
し
て
の
「
マ
シ
」
の
位
置
づ
け
を

再
考
し
て
ゆ
く
。

な
お
、
上
代
か
ら
中
古
に
か
け
て
「
マ
シ
」
の
は
た
ら
き
が
変
化
す

る
こ
と
が
指
摘
さ
れ
る
が
（
栗
田
（
二
〇
一
九
）
・
古
川
（
二
〇
一
九
）
な

ど
）
、
本
稿
で
は
、
上
代
の
用
例
の
み
を
対
象
と
す
る
。 

二

助
動
詞
マ
シ
の
整
理
と
助
詞
モ
の
共
起

 

助
動
詞
マ
シ
と
助
詞
モ
の
共
起
の
様
相
を
調
査
す
る
う
え
で
、
ま
ず
、

「
マ
シ
」
の
文
型
を
整
理
す
る
。
上
代
の
「
マ
シ
」
に
は
、
お
お
む
ね

つ
ぎ
の
三
種
の
文
型
が
認
め
ら
れ
る
。 

（
３
）
ａ 

仮
定
条
件
節
内
の
「
マ
シ
」 

ｂ 

仮
定
条
件
節
を
伴
う
「
マ
シ
」 

ｃ 

仮
定
条
件
節
を
伴
わ
な
い
「
マ
シ
」 

以
下
で
は
、
右
の
三
種
の
文
型
に
つ
い
て
、
そ
れ
ぞ
れ
「
モ
」
と
の

共
起
を
確
認
す
る
。 

  

二
・
一

仮
定
条
件
節
内
の
「
マ
シ
」

 

上
代
に
お
い
て
、
「
マ
シ
」
が
仮
定
条
件
節
内
に
用
い
ら
れ
る
文
型

に
は
、
つ
ぎ
の
よ
う
な
も
の
が
あ
る
。 

（
４
）
ａ

大
船
に
妹
乗
る
も
の
に
あ
ら
ま
せ
ば

大
船
尓
伊
母
能
流

母
能
尓
安
良
麻
勢
婆

羽
ぐ
く
み
持
ち
て
行
か
ま
し
も
の

を

（
万
葉
十
五
・
三
五
七
九
）

ｂ

か
く
ば
か
り
恋
ひ
む
と
か
ね
て
知
ら
ま
せ
ば

古
非
牟
等

可
祢
弖
之
良
末
世
婆

妹
を
ば
見
ず
そ
あ
る
べ
く
あ
り
け

る

（
万
葉
十
五
・
三
七
三
九
）

（
４
ａ
）
は
、
典
型
的
な
「…

…

マ
セ
バ…

…

マ
シ
」
の
文
型
で
あ

る
。
上
代
に
一
二
例
が
見
出
さ
れ
る
も
の
の
、
い
ず
れ
も
仮
定
条
件
節

内
に
「
モ
」
は
共
起
し
な
い
。
さ
ら
に
、
（
４
ｂ
）
の
よ
う
に
、
後
件

に
「
ベ
シ
」
を
含
む
例
は
、
当
該
例
と
、
読
添
え
例
の
「
か
く
ば
か
り

恋
ひ
む
も
の
そ
と
知
ら
ま
せ
ば

知
者

遠
く
も
見
べ
く
あ
り
け
る
も

の
を
」（
万
葉
十
一
・
二
三
七
二
）
と
の
二
例
を
数
え
る
の
み
で
あ
る
が
、

こ
ち
ら
も
「
モ
」
は
共
起
し
な
い
。
ま
た
、
上
代
で
は
、
い
ず
れ
も

「
マ
セ
バ
」
の
形
で
用
い
ら
れ
、
「
マ
シ
カ
バ
」
の
形
は
認
め
ら
れ
な

い
。 な

お
、
つ
ぎ
の
よ
う
な
例
で
、
仮
定
条
件
節
内
に
「
モ
」
が
用
い
ら

れ
る
点
に
は
注
意
が
要
さ
れ
る
。 

（
５
）
ａ

妻
も
あ
ら
ば

妻
毛
有
者

摘
み
て
食
げ
ま
し
沙
弥
の
山
野

の
上
の
う
は
ぎ
過
ぎ
に
け
ら
ず
や

（
万
葉
二
・
二
二
一
）
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あ
り
、
希
望
表
現
の
ひ
と
つ
と
見
做
す
立
場
も
あ
る
（
２
）
。
と
く
に
、

助
詞
モ
の
用
法
を
整
理
し
た
浅
見
（
一
九
六
六
）
は
、
「
願
望
・
希
求

お
よ
び
強
い
意
志
を
あ
ら
わ
す
よ
う
な
歌
の
場
合
に
、
（
中
略
）
そ
の

対
象
を
『
せ
め
て
～
だ
け
で
も
』
と
指
示
す
る
働
き
を
に
な
う
」
（
八

七
頁
）
と
し
て
お
り
、
「
マ
シ
」
を
希
望
表
現
の
近
く
に
位
置
づ
け
る
。 

以
上
の
よ
う
に
、
助
動
詞
マ
シ
は
意
志
・
推
量
表
現
と
も
、
仮
定
条

件
と
も
、
あ
る
い
は
希
望
表
現
と
も
密
接
な
関
係
を
有
す
る
。
し
た
が

っ
て
、
い
ず
れ
か
ひ
と
つ
の
構
文
的
環
境
を
足
掛
か
り
に
、
「
マ
シ
」

に
共
起
す
る
「
モ
」
の
は
た
ら
き
を
推
定
す
る
こ
と
は
で
き
か
ね
る
。

そ
こ
で
、
「
モ
」
の
は
た
ら
き
の
再
検
討
を
通
じ
て
、
「…

…

モ…
…

マ

シ
」
の
構
文
的
環
境
を
位
置
づ
け
て
ゆ
き
た
い
。

用
例
の
分
析
に
先
立
ち
、
「…

…

モ…
…

マ
シ
」
の
「
モ
」
に
対
す

る
、
先
学
の
解
釈
を
整
理
す
る
。

「
マ
シ
」
を
意
志
・
推
量
の
助
動
詞
と
見
做
す
立
場
か
ら
は
、
「
モ
」

は
多
く
〈
最
小
限
度
〉
と
解
さ
れ
る
（
３
）
。
〈
最
小
限
度
〉
と
は
、
最

小
限
望
ま
し
い
事
態
を
提
示
す
る
こ
と
で
、
よ
り
望
ま
し
い
事
態
を
も

含
意
す
る
用
法
を
指
す
。
「
後
に
も
逢
は
む
」
が
「
今
も
後
も
」
で
は

な
く
、
「
（
今
ハ
逢
エ
ナ
ク
ト
モ
）
せ
め
て
後
に
は
」
を
表
す
こ
と
を
典

型
と
し
て
、
た
し
か
に
意
志
・
推
量
の
助
動
詞
と
共
起
す
る
「
モ
」
が

〈
最
小
限
度
〉
を
表
す
こ
と
は
少
な
く
な
い
。 

（
２
）
ａ 

一
瀬
に
は
千
度
障
ら
ひ
行
く
水
の
後
に
も
逢
は
む

後
毛
将

相

今
に
あ
ら
ず
と
も 

（
万
葉
四
・
六
九
九
） 

ｂ …
…

な
で
し
こ
が

そ
の
花
妻
に

さ
百
合
花

ゆ
り
も

逢
は
む
と

由
利
母
安
波
無
等

慰
む
る

心
し
な
く
は

天
離
る

鄙
に
一
日
も

あ
る
べ
く
も
あ
れ
や

比
奈
尓

一
日
毛
安
流
へ
久
母
安
礼
也 

（
万
葉
十
八
・
四
一
一
三
） 

ま
た
、
前
述
の
よ
う
に
、
浅
見
（
一
九
六
六
）
は
、
「
マ
シ
」
を
希

望
表
現
の
近
く
に
位
置
づ
け
つ
つ
も
、
〈
最
小
限
度
〉
の
用
法
を
認
め

る
。
た
だ
し
、
希
望
表
現
に
共
起
す
る
「
モ
」
が
〈
最
小
限
度
〉
を
表

す
の
は
、
実
現
可
能
性
の
高
い
事
態
を
提
示
す
る
希
望
表
現
に
限
ら
れ

る
た
め
（
小
池
（
二
〇
二
三
ａ
）
）
、
検
討
の
余
地
が
あ
ろ
う
。 

な
お
、
仮
定
条
件
と
結
び
つ
け
て
「…

…

モ…
…

マ
シ
」
の
「
モ
」

を
解
釈
す
る
論
考
は
管
見
の
か
ぎ
り
見
当
た
ら
な
い
が
、
後
述
の
よ
う

に
、
仮
定
条
件
節
内
の
「
モ
」
も
ま
た
、
も
っ
ぱ
ら
〈
最
小
限
度
〉
に

は
た
ら
く
。 

「
マ
シ
」
に
共
起
す
る
「
モ
」
を
〈
最
小
限
度
〉
と
す
る
立
場
は
、

注
釈
書
類
に
も
多
く
認
め
ら
れ
る
。
冒
頭
に
掲
げ
た
（
１
ａ
）
の
歌
に

立
ち
返
る
と
、
『
代
匠
記
（
精
選
本
）
』
に
「
妹
カ
住
家
ヲ
タ
ニ
」
と
抄

さ
れ
て
以
来
、
『
旧
全
集
』
・
『
新
潮
集
成
』
・
『
新
全
集
』
・
『
釈
注
』
・

『
和
歌
大
系
』
・
『
全
解
』
な
ど
に
お
い
て
、
〈
最
小
限
度
〉
の
は
た
ら

き
が
指
摘
さ
れ
る
。
な
お
、
当
該
歌
の
詳
細
な
解
釈
に
関
し
て
は
、

三
・
一
に
て
後
述
す
る
。
そ
の
一
方
で
、
「
マ
シ
」
に
共
起
す
る
「
モ
」

に
詠
嘆
性
を
認
め
る
指
摘
も
あ
り
（
４
）
、
「…

…

モ…
…

マ
シ
」
の

「
モ
」
に
〈
最
小
限
度
〉
以
外
の
説
明
を
与
え
る
余
地
は
残
さ
れ
て
い

る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。 

以
上
を
小
括
す
る
。
ま
ず
第
一
に
、
「
モ
」
を
整
理
す
る
う
え
で
、

 

構
文
的
環
境
と
し
て
の
「
マ
シ
」
の
位
置
づ
け
は
不
明
瞭
で
あ
る
。
そ

し
て
第
二
に
、
「
マ
シ
」
に
共
起
す
る
「
モ
」
は
、
通
説
で
は
〈
最
小

限
度
〉
と
解
さ
れ
る
が
、
そ
の
妥
当
性
に
は
再
検
討
の
余
地
が
あ
る
。

そ
こ
で
、
本
稿
で
は
、
上
代
に
お
け
る
「
マ
シ
」
の
文
型
を
整
理
し
た

う
え
で
、
「
マ
シ
」
に
共
起
す
る
「
モ
」
の
は
た
ら
き
を
再
検
討
す
る
。

そ
し
て
、
「
モ
」
の
構
文
的
環
境
と
し
て
の
「
マ
シ
」
の
位
置
づ
け
を

再
考
し
て
ゆ
く
。

な
お
、
上
代
か
ら
中
古
に
か
け
て
「
マ
シ
」
の
は
た
ら
き
が
変
化
す

る
こ
と
が
指
摘
さ
れ
る
が
（
栗
田
（
二
〇
一
九
）
・
古
川
（
二
〇
一
九
）
な

ど
）
、
本
稿
で
は
、
上
代
の
用
例
の
み
を
対
象
と
す
る
。 

二

助
動
詞
マ
シ
の
整
理
と
助
詞
モ
の
共
起

 

助
動
詞
マ
シ
と
助
詞
モ
の
共
起
の
様
相
を
調
査
す
る
う
え
で
、
ま
ず
、

「
マ
シ
」
の
文
型
を
整
理
す
る
。
上
代
の
「
マ
シ
」
に
は
、
お
お
む
ね

つ
ぎ
の
三
種
の
文
型
が
認
め
ら
れ
る
。 

（
３
）
ａ 

仮
定
条
件
節
内
の
「
マ
シ
」 

ｂ 

仮
定
条
件
節
を
伴
う
「
マ
シ
」 

ｃ 

仮
定
条
件
節
を
伴
わ
な
い
「
マ
シ
」 

以
下
で
は
、
右
の
三
種
の
文
型
に
つ
い
て
、
そ
れ
ぞ
れ
「
モ
」
と
の

共
起
を
確
認
す
る
。 

  

二
・
一

仮
定
条
件
節
内
の
「
マ
シ
」

 

上
代
に
お
い
て
、
「
マ
シ
」
が
仮
定
条
件
節
内
に
用
い
ら
れ
る
文
型

に
は
、
つ
ぎ
の
よ
う
な
も
の
が
あ
る
。 

（
４
）
ａ

大
船
に
妹
乗
る
も
の
に
あ
ら
ま
せ
ば

大
船
尓
伊
母
能
流

母
能
尓
安
良
麻
勢
婆

羽
ぐ
く
み
持
ち
て
行
か
ま
し
も
の

を

（
万
葉
十
五
・
三
五
七
九
）

ｂ

か
く
ば
か
り
恋
ひ
む
と
か
ね
て
知
ら
ま
せ
ば

古
非
牟
等

可
祢
弖
之
良
末
世
婆

妹
を
ば
見
ず
そ
あ
る
べ
く
あ
り
け

る

（
万
葉
十
五
・
三
七
三
九
）

（
４
ａ
）
は
、
典
型
的
な
「…

…

マ
セ
バ…

…

マ
シ
」
の
文
型
で
あ

る
。
上
代
に
一
二
例
が
見
出
さ
れ
る
も
の
の
、
い
ず
れ
も
仮
定
条
件
節

内
に
「
モ
」
は
共
起
し
な
い
。
さ
ら
に
、
（
４
ｂ
）
の
よ
う
に
、
後
件

に
「
ベ
シ
」
を
含
む
例
は
、
当
該
例
と
、
読
添
え
例
の
「
か
く
ば
か
り

恋
ひ
む
も
の
そ
と
知
ら
ま
せ
ば

知
者

遠
く
も
見
べ
く
あ
り
け
る
も

の
を
」（
万
葉
十
一
・
二
三
七
二
）
と
の
二
例
を
数
え
る
の
み
で
あ
る
が
、

こ
ち
ら
も
「
モ
」
は
共
起
し
な
い
。
ま
た
、
上
代
で
は
、
い
ず
れ
も

「
マ
セ
バ
」
の
形
で
用
い
ら
れ
、
「
マ
シ
カ
バ
」
の
形
は
認
め
ら
れ
な

い
。 な

お
、
つ
ぎ
の
よ
う
な
例
で
、
仮
定
条
件
節
内
に
「
モ
」
が
用
い
ら

れ
る
点
に
は
注
意
が
要
さ
れ
る
。 

（
５
）
ａ

妻
も
あ
ら
ば

妻
毛
有
者

摘
み
て
食
げ
ま
し
沙
弥
の
山
野

の
上
の
う
は
ぎ
過
ぎ
に
け
ら
ず
や

（
万
葉
二
・
二
二
一
）
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ｂ

旅
に
し
て
物
恋
之
鳴
毛
聞
こ
え
ざ
り
せ
ば

不
所
聞
有
世

者

恋
ひ
て
死
な
ま
し

（
万
葉
一
・
六
七
）

い
ず
れ
も
「
マ
シ
」
を
用
い
ず
に
、
（
５
ａ
）
は
「
未
然
形
＋
バ
」
、

（
５
ｂ
）
は
「
セ
バ
」
に
よ
っ
て
仮
定
条
件
節
を
構
成
し
て
お
り
、
後

件
に
の
み
「
マ
シ
」
が
用
い
ら
れ
る
。
こ
れ
ら
の
例
に
お
い
て
は
、
仮

定
条
件
節
内
に
「
モ
」
が
現
れ
う
る
の
で
あ
る
。
な
お
、
後
者
の
二
・

三
句
目
に
は
脱
字
を
想
定
す
る
必
要
が
あ
る
も
の
の
、
「
毛
」
字
は
助

詞
モ
を
表
す
蓋
然
性
が
高
か
ろ
う
。
当
該
歌
に
関
し
て
は
、
三
・
二
に

後
述
す
る
。 

 

二
・
二

仮
定
条
件
節
を
伴
う
「
マ
シ
」

つ
づ
い
て
、
仮
定
条
件
節
を
前
件
と
し
て
、
そ
の
後
件
に
「
マ
シ
」

が
用
い
ら
れ
る
文
型
を
整
理
す
る
（
５
）
。
以
下
、
仮
定
条
件
節
に
波
線

を
付
す
。

（
６
）
ａ

な
か
な
か
に
人
と
あ
ら
ず
は
桑
子
に
も
な
ら
ま
し
も
の
を

桑
子
尓
毛
成
益
物
乎

玉
の
緒
ば
か
り

（
万
葉
十
二
・
三
〇
八
六
）

ｂ

多
遅
比
野
に
寝
む
と
知
り
せ
ば
防
壁
も
持
ち
て
来
ま
し
も

の

多
都
碁
母
母
母
知
弖
許
麻
志
母
能

寝
む
と
知
り
せ
ば

（
記
・
七
五
）

ｃ

出
で
て
行
く
道
知
ら
ま
せ
ば
あ
ら
か
じ
め
妹
を
留
め
む
塞

も
置
か
ま
し
を

塞
毛
置
末
思
乎

（
万
葉
三
・
四
六
八
）

ｄ

暇
あ
ら
ば
な
づ
さ
ひ
渡
り
向
つ
峰
の
桜
の
花
も
折
ら
ま
し

も
の
を

桜
花
毛
折
末
思
物
緒

（
万
葉
九
・
一
七
五
〇
）

順
に
、
「…

…

ズ
ハ…

…

マ
シ
」
、
「…

…

セ
バ…

…

マ
シ
」
、
「…

…

マ
セ
バ…

…

マ
シ
」
、
「
そ
の
他
仮
定
条
件…

…

マ
シ
」
の
文
型
で
あ
る
。

こ
れ
ら
の
文
型
に
は
、
い
ず
れ
も
後
件
に
「
モ
」
と
の
共
起
が
認
め
ら

れ
る
。
ま
た
、
「
マ
シ
」
に
つ
づ
い
て
「
ヲ
」
や
「
モ
ノ
ヲ
」
な
ど
の

助
詞
が
多
く
付
さ
れ
る
が
、
本
稿
で
は
そ
の
有
無
は
考
慮
し
な
い
こ
と

と
す
る
。

な
お
、
「…

…

ズ
ハ…

…

マ
シ
」
の
文
型
に
は
、
単
純
な
仮
定
条
件

を
表
す
も
の
と
、
い
わ
ゆ
る
上
代
特
殊
語
法
の
も
の
と
が
あ
る
こ
と
が

知
ら
れ
る
（
小
柳
（
二
〇
〇
四
）
・
古
川
（
二
〇
一
八
）
・
栗
田
（
二
〇
一
九
）

な
ど
）
。

（
７
）
ａ

は
じ
め
よ
り
長
く
言
ひ
つ
つ
頼
め
ず
は
か
か
る
思
ひ
に
あ

は
ま
し
も
の
か

如
是
念
二
相
益
物
歟

（
万
葉
四
・
六
二
〇
）

ｂ

後
れ
居
て
恋
ひ
つ
つ
あ
ら
ず
は
田
子
の
浦
の
海
人
な
ら
ま

し
を

田
籠
之
浦
乃
海
部
有
申
尾

玉
藻
刈
る
刈
る

（
万
葉
十
二
・
三
二
〇
五
）

す
な
わ
ち
、
（
７
ａ
）
は
、
「
は
じ
め
か
ら
頼
り
に
さ
せ
な
け
れ
ば
、

こ
の
よ
う
に
嘆
く
こ
と
は
な
か
っ
た
」
と
し
て
、
単
純
な
仮
定
条
件
に

解
釈
で
き
る
。
そ
れ
に
対
し
て
、
（
７
ｂ
）
は
、
「
後
に
残
さ
れ
て
恋
い

慕
う
よ
り
は
い
っ
そ
の
こ
と
、
田
子
の
浦
の
海
人
に
な
り
た
い
」
と
す

る
。
こ
れ
が
い
わ
ゆ
る
上
代
特
殊
語
法
で
あ
り
、
小
柳
（
二
〇
〇
四
）

の
指
摘
す
る
と
こ
ろ
の
、
因
果
の
「
逆
行
」
が
見
て
と
れ
る
。
「…

…

 

ズ
ハ…

…

マ
シ
」
の
文
型
は
、
上
代
に
二
一
例
が
見
出
さ
れ
、
う
ち
一

八
例
が
上
代
特
殊
語
法
と
考
え
ら
れ
る
。

二
・
三

仮
定
条
件
節
を
伴
わ
な
い
「
マ
シ
」

最
後
に
、
仮
定
条
件
節
を
伴
わ
な
い
「
マ
シ
」
の
文
型
を
整
理
す
る
。

（
８
）
ａ

し
ぐ
れ
降
る
暁
月
夜
紐
解
か
ず
恋
ふ
ら
む
君
と
居
ら
ま
し

も
の
を

恋
君
跡
居
益
物

（
万
葉
十
・
二
三
〇
六
）

ｂ

我
妹
子
は
衣
に
あ
ら
な
む
秋
風
の
寒
き
こ
の
こ
ろ
下
に
着

ま
し
を

下
著
益
乎

（
万
葉
十
・
二
二
六
〇
）

ｃ 

後
れ
居
て
恋
ひ
ば
苦
し
も
朝
狩
の
君
が
弓
に
も
な
ら
ま
し

も
の
を

伎
美
我
由
美
尓
母
奈
良
麻
思
物
能
乎

（
万
葉
十
四
・
三
五
六
八
） 

ｄ

高
光
る
我
が
日
の
皇
子
の
万
代
に
国
知
ら
さ
ま
し
島
の
宮

は
も

国
所
知
麻
之
嶋
宮
波
母

（
万
葉
二
・
一
七
一
） 

（
８
ａ
）
の
よ
う
に
、
「
マ
シ
」
を
含
む
文
が
単
独
で
用
い
ら
れ
る

場
合
も
あ
る
が
、
多
く
は
（
８
ｂ
・
ｃ
）
の
よ
う
に
、
他
文
と
並
置
さ

れ
る
。
（
８
ｂ
）
は
、
「
あ
な
た
に
衣
と
な
っ
て
ほ
し
い
」
と
「
秋
風
の

寒
い
こ
の
時
分
に
下
に
着
よ
う
に
」
と
が
並
置
さ
れ
る
が
、
意
味
関
係

上
は
、
「
あ
な
た
が
衣
と
な
れ
ば
、
下
に
着
よ
う
に
」
の
如
く
、
前
提

条
件
と
そ
の
帰
結
と
に
解
す
る
こ
と
も
で
き
よ
う
。
（
８
ｃ
）
は
、
そ

の
反
対
で
あ
る
。
古
川
（
二
〇
一
九
）
は
、
同
歌
に
対
し
て
「
仮
に

『
苦
し
か
ら
ざ
ら
ま
し
』
の
よ
う
に
帰
結
（ 

Ｂ

∣

）
に
マ
シ
を
下
接
さ

せ
る
よ
り
も
、
『
弓
に
も
な
ら
ま
し
』
の
よ
う
に
前
提
内
容
（ 

Ａ

∣

）
に

マ
シ
が
下
接
し
た
場
合
の
方
が
、
対
象
事
態
を
強
く
望
む
、
あ
る
い
は

そ
れ
を
意
志
す
る
よ
う
な
表
現
に
な
る
こ
と
は
自
然
で
あ
る
」（
四
〇

頁
）
と
す
る
。
（
８
ｂ
・
ｃ
）
い
ず
れ
の
文
型
に
も
、
「
モ
」
の
共
起
を

見
出
せ
る
も
の
の
、
後
者
に
偏
る
傾
向
が
認
め
ら
れ
る
（
６
）
。

さ
ら
に
、
さ
ほ
ど
用
例
数
は
多
く
な
い
が
、
（
８
ｄ
）
の
よ
う
に
、

「
マ
シ
」
を
含
む
要
素
が
文
で
な
く
、
連
体
修
飾
節
や
準
体
言
と
な
る

例
も
散
見
さ
れ
る
。
用
例
数
の
事
情
も
あ
る
が
、
そ
の
よ
う
な
文
型
に

は
、
「
モ
」
と
の
共
起
は
認
め
ら
れ
な
い
。

 

二
・
四

用
例
分
布

 

以
上
、
二
・
一
か
ら
二
・
三
に
整
理
し
た
文
型
に
つ
い
て
、
総
用
例

数
と
助
詞
モ
の
共
起
す
る
用
例
数
と
を
整
理
し
て
、
助
詞
モ
の
共
起
す

る
割
合
を
表
１
に
示
す
。 
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ｂ

旅
に
し
て
物
恋
之
鳴
毛
聞
こ
え
ざ
り
せ
ば

不
所
聞
有
世

者

恋
ひ
て
死
な
ま
し

（
万
葉
一
・
六
七
）

い
ず
れ
も
「
マ
シ
」
を
用
い
ず
に
、
（
５
ａ
）
は
「
未
然
形
＋
バ
」
、

（
５
ｂ
）
は
「
セ
バ
」
に
よ
っ
て
仮
定
条
件
節
を
構
成
し
て
お
り
、
後

件
に
の
み
「
マ
シ
」
が
用
い
ら
れ
る
。
こ
れ
ら
の
例
に
お
い
て
は
、
仮

定
条
件
節
内
に
「
モ
」
が
現
れ
う
る
の
で
あ
る
。
な
お
、
後
者
の
二
・

三
句
目
に
は
脱
字
を
想
定
す
る
必
要
が
あ
る
も
の
の
、
「
毛
」
字
は
助

詞
モ
を
表
す
蓋
然
性
が
高
か
ろ
う
。
当
該
歌
に
関
し
て
は
、
三
・
二
に

後
述
す
る
。 

 

二
・
二

仮
定
条
件
節
を
伴
う
「
マ
シ
」

つ
づ
い
て
、
仮
定
条
件
節
を
前
件
と
し
て
、
そ
の
後
件
に
「
マ
シ
」

が
用
い
ら
れ
る
文
型
を
整
理
す
る
（
５
）
。
以
下
、
仮
定
条
件
節
に
波
線

を
付
す
。

（
６
）
ａ

な
か
な
か
に
人
と
あ
ら
ず
は
桑
子
に
も
な
ら
ま
し
も
の
を

桑
子
尓
毛
成
益
物
乎

玉
の
緒
ば
か
り

（
万
葉
十
二
・
三
〇
八
六
）

ｂ

多
遅
比
野
に
寝
む
と
知
り
せ
ば
防
壁
も
持
ち
て
来
ま
し
も

の

多
都
碁
母
母
母
知
弖
許
麻
志
母
能

寝
む
と
知
り
せ
ば

（
記
・
七
五
）

ｃ

出
で
て
行
く
道
知
ら
ま
せ
ば
あ
ら
か
じ
め
妹
を
留
め
む
塞

も
置
か
ま
し
を

塞
毛
置
末
思
乎

（
万
葉
三
・
四
六
八
）

ｄ

暇
あ
ら
ば
な
づ
さ
ひ
渡
り
向
つ
峰
の
桜
の
花
も
折
ら
ま
し

も
の
を

桜
花
毛
折
末
思
物
緒

（
万
葉
九
・
一
七
五
〇
）

順
に
、
「…

…

ズ
ハ…

…

マ
シ
」
、
「…

…

セ
バ…

…

マ
シ
」
、
「…

…

マ
セ
バ…

…

マ
シ
」
、
「
そ
の
他
仮
定
条
件…

…

マ
シ
」
の
文
型
で
あ
る
。

こ
れ
ら
の
文
型
に
は
、
い
ず
れ
も
後
件
に
「
モ
」
と
の
共
起
が
認
め
ら

れ
る
。
ま
た
、
「
マ
シ
」
に
つ
づ
い
て
「
ヲ
」
や
「
モ
ノ
ヲ
」
な
ど
の

助
詞
が
多
く
付
さ
れ
る
が
、
本
稿
で
は
そ
の
有
無
は
考
慮
し
な
い
こ
と

と
す
る
。

な
お
、
「…

…

ズ
ハ…

…

マ
シ
」
の
文
型
に
は
、
単
純
な
仮
定
条
件

を
表
す
も
の
と
、
い
わ
ゆ
る
上
代
特
殊
語
法
の
も
の
と
が
あ
る
こ
と
が

知
ら
れ
る
（
小
柳
（
二
〇
〇
四
）
・
古
川
（
二
〇
一
八
）
・
栗
田
（
二
〇
一
九
）

な
ど
）
。

（
７
）
ａ

は
じ
め
よ
り
長
く
言
ひ
つ
つ
頼
め
ず
は
か
か
る
思
ひ
に
あ

は
ま
し
も
の
か

如
是
念
二
相
益
物
歟

（
万
葉
四
・
六
二
〇
）

ｂ

後
れ
居
て
恋
ひ
つ
つ
あ
ら
ず
は
田
子
の
浦
の
海
人
な
ら
ま

し
を

田
籠
之
浦
乃
海
部
有
申
尾

玉
藻
刈
る
刈
る

（
万
葉
十
二
・
三
二
〇
五
）

す
な
わ
ち
、
（
７
ａ
）
は
、
「
は
じ
め
か
ら
頼
り
に
さ
せ
な
け
れ
ば
、

こ
の
よ
う
に
嘆
く
こ
と
は
な
か
っ
た
」
と
し
て
、
単
純
な
仮
定
条
件
に

解
釈
で
き
る
。
そ
れ
に
対
し
て
、
（
７
ｂ
）
は
、
「
後
に
残
さ
れ
て
恋
い

慕
う
よ
り
は
い
っ
そ
の
こ
と
、
田
子
の
浦
の
海
人
に
な
り
た
い
」
と
す

る
。
こ
れ
が
い
わ
ゆ
る
上
代
特
殊
語
法
で
あ
り
、
小
柳
（
二
〇
〇
四
）

の
指
摘
す
る
と
こ
ろ
の
、
因
果
の
「
逆
行
」
が
見
て
と
れ
る
。
「…

…

 

ズ
ハ…

…

マ
シ
」
の
文
型
は
、
上
代
に
二
一
例
が
見
出
さ
れ
、
う
ち
一

八
例
が
上
代
特
殊
語
法
と
考
え
ら
れ
る
。

二
・
三

仮
定
条
件
節
を
伴
わ
な
い
「
マ
シ
」

最
後
に
、
仮
定
条
件
節
を
伴
わ
な
い
「
マ
シ
」
の
文
型
を
整
理
す
る
。

（
８
）
ａ

し
ぐ
れ
降
る
暁
月
夜
紐
解
か
ず
恋
ふ
ら
む
君
と
居
ら
ま
し

も
の
を

恋
君
跡
居
益
物

（
万
葉
十
・
二
三
〇
六
）

ｂ

我
妹
子
は
衣
に
あ
ら
な
む
秋
風
の
寒
き
こ
の
こ
ろ
下
に
着

ま
し
を

下
著
益
乎

（
万
葉
十
・
二
二
六
〇
）

ｃ 

後
れ
居
て
恋
ひ
ば
苦
し
も
朝
狩
の
君
が
弓
に
も
な
ら
ま
し

も
の
を

伎
美
我
由
美
尓
母
奈
良
麻
思
物
能
乎

（
万
葉
十
四
・
三
五
六
八
） 

ｄ

高
光
る
我
が
日
の
皇
子
の
万
代
に
国
知
ら
さ
ま
し
島
の
宮

は
も

国
所
知
麻
之
嶋
宮
波
母

（
万
葉
二
・
一
七
一
） 

（
８
ａ
）
の
よ
う
に
、
「
マ
シ
」
を
含
む
文
が
単
独
で
用
い
ら
れ
る

場
合
も
あ
る
が
、
多
く
は
（
８
ｂ
・
ｃ
）
の
よ
う
に
、
他
文
と
並
置
さ

れ
る
。
（
８
ｂ
）
は
、
「
あ
な
た
に
衣
と
な
っ
て
ほ
し
い
」
と
「
秋
風
の

寒
い
こ
の
時
分
に
下
に
着
よ
う
に
」
と
が
並
置
さ
れ
る
が
、
意
味
関
係

上
は
、
「
あ
な
た
が
衣
と
な
れ
ば
、
下
に
着
よ
う
に
」
の
如
く
、
前
提

条
件
と
そ
の
帰
結
と
に
解
す
る
こ
と
も
で
き
よ
う
。
（
８
ｃ
）
は
、
そ

の
反
対
で
あ
る
。
古
川
（
二
〇
一
九
）
は
、
同
歌
に
対
し
て
「
仮
に

『
苦
し
か
ら
ざ
ら
ま
し
』
の
よ
う
に
帰
結
（ 

Ｂ

∣

）
に
マ
シ
を
下
接
さ

せ
る
よ
り
も
、
『
弓
に
も
な
ら
ま
し
』
の
よ
う
に
前
提
内
容
（ 

Ａ

∣

）
に

マ
シ
が
下
接
し
た
場
合
の
方
が
、
対
象
事
態
を
強
く
望
む
、
あ
る
い
は

そ
れ
を
意
志
す
る
よ
う
な
表
現
に
な
る
こ
と
は
自
然
で
あ
る
」
（
四
〇

頁
）
と
す
る
。
（
８
ｂ
・
ｃ
）
い
ず
れ
の
文
型
に
も
、
「
モ
」
の
共
起
を

見
出
せ
る
も
の
の
、
後
者
に
偏
る
傾
向
が
認
め
ら
れ
る
（
６
）
。

さ
ら
に
、
さ
ほ
ど
用
例
数
は
多
く
な
い
が
、
（
８
ｄ
）
の
よ
う
に
、

「
マ
シ
」
を
含
む
要
素
が
文
で
な
く
、
連
体
修
飾
節
や
準
体
言
と
な
る

例
も
散
見
さ
れ
る
。
用
例
数
の
事
情
も
あ
る
が
、
そ
の
よ
う
な
文
型
に

は
、
「
モ
」
と
の
共
起
は
認
め
ら
れ
な
い
。

 

二
・
四

用
例
分
布

 

以
上
、
二
・
一
か
ら
二
・
三
に
整
理
し
た
文
型
に
つ
い
て
、
総
用
例

数
と
助
詞
モ
の
共
起
す
る
用
例
数
と
を
整
理
し
て
、
助
詞
モ
の
共
起
す

る
割
合
を
表
１
に
示
す
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三

助
動
詞
マ
シ
に
共
起
す
る
助
詞
モ
の
は
た
ら
き

 

前
節
の
整
理
を
ふ
ま
え
て
、
上
代
に
お
い
て
助
動
詞
マ
シ
に
共
起
す

る
助
詞
モ
の
は
た
ら
き
を
考
え
る
。
ま
ず
は
じ
め
に
、
従
来
の
研
究
や

諸
注
釈
書
に
て
多
く
指
摘
さ
れ
る
、
〈
最
小
限
度
〉
の
は
た
ら
き
に
つ

い
て
検
討
す
る
。 

三
・
一

〈
最
小
限
度
〉
の
妥
当
性

 

上
代
に
お
い
て
は
、
助
詞
モ
が
最
小
限
の
事
態
を
指
し
示
す
こ
と
で
、

そ
れ
よ
り
も
望
ま
れ
る
事
態
す
べ
て
を
含
意
す
る
こ
と
が
あ
る
。
こ
の

際
、
「
モ
」
は
、
「
セ
メ
テ…

…

ダ
ケ
デ
モ
」
、
あ
る
い
は
否
定
文
な
ど

で
は
「…

…

サ
エ
」
の
よ
う
に
現
代
語
訳
さ
れ
る
。 

（
９
）
ａ

玉
津
島
磯
の
浦
廻
の
砂
に
も
に
ほ
ひ
て
行
か
な

真
名
子

仁
文
尓
保
比
弖
去
名

妹
も
触
れ
け
む

（
万
葉
九
・
一
七
九
九
）

ｂ

一
瀬
に
は
千
度
障
ら
ひ
行
く
水
の
後
に
も
逢
は
む

後
毛

将
相

今
に
あ
ら
ず
と
も

（
万
葉
四
・
六
九
九
）

ｃ

家
に
行
き
て
何
を
語
ら
む
あ
し
ひ
き
の
山
ほ
と
と
ぎ
す
一

声
も
鳴
け

一
音
毛
奈
家

（
万
葉
十
九
・
四
二
〇
三
）

〈
最
小
限
度
〉
の
意
を
汲
み
と
り
や
す
い
の
は
、
（
９
ａ
）
の
よ
う

な
実
現
可
能
性
の
高
い
事
態
を
提
示
す
る
希
望
表
現
と
共
起
す
る
場
合

や
（
小
池
（
二
〇
二
三
ａ
）
）
、
「
後
（
ニ
）
モ…

…

ム
」
の
よ
う
な
文
型

で
あ
る
（
大
野
（
一
九
九
三
）
・
森
野
（
一
九
九
八
）
な
ど
）
。 

前
述
の
よ
う
に
、
こ
の
〈
最
小
限
度
〉
の
は
た
ら
き
は
、
「
マ
シ
」

と
共
起
す
る
「
モ
」
に
も
し
ば
し
ば
指
摘
さ
れ
て
き
た
。 

（

）
ａ

妹
が
家
も
継
ぎ
て
見
ま
し
を

妹
之
家
毛
継
而
見
麻
思
乎

大
和
な
る
大
島
の
嶺
に
家
も
あ
ら
ま
し
を

家
母
有
猨
尾

（
万
葉
二
・
九
一
）

ｂ

か
く
ば
か
り
恋
ひ
つ
つ
あ
ら
ず
は
石
木
に
も
成
ら
ま
し
も

表１ 助動詞マシの文型と助詞モの共起

モと共起

する用例数
総用例数

モと共起

する割合

……マセバ

……マシ
0 12 0.0% 

0.0% 
……マセバ

……マシ以外
0 2 0.0% 

……ズハ

……マシ 通常
0 3 0.0% 

……ズハ

……マシ 特殊
8 18 44.4% 

……セバ

……マシ
7 39 18.0% 

23.3% 
……マセバ

……マシ
4 13 31.0% 

……その他仮定条件

……マシ
6 21 28.6% 

……マシ 11(1) 43 25.6% 

＊助詞モについては、用例数を示したのち、そのうちの読添えの

用例数を 内に示す。

＊割合は、読添えを含めて計算する。

 

の
を

石
木
二
毛
成
益
物
乎

物
思
は
ず
し
て

（
万
葉
四
・
七
二
二
）

（

ａ
）
は
、
（
１
ａ
）
の
再
掲
で
あ
る
。
天
智
天
皇
の
鏡
王
女
に

賜
う
御
歌
で
あ
り
、
諸
注
釈
書
が
〈
最
小
限
度
〉
の
は
た
ら
き
を
指
摘

す
る
こ
と
は
前
述
の
と
お
り
で
あ
る
。
「
あ
な
た
の
家
だ
け
で
も 

い
つ

も
見
ら
れ
た
ら
よ
い
の
に
」（
『
新
全
集
』
）
と
い
う
現
代
語
訳
に
、
「
直

接
は
あ
な
た
に
逢
え
な
く
と
も
」
の
よ
う
な
歌
意
を
補
え
ば
、
た
し
か

に
〈
最
小
限
度
〉
の
は
た
ら
き
と
解
釈
で
き
る
（
７
）
。
た
だ
し
、
結
論

を
先
に
述
べ
る
と
、
こ
れ
は
前
提
条
件
と
そ
の
帰
結
に
、
あ
た
か
も
望

ま
し
さ
の
ス
ケ
ー
ル
が
想
定
で
き
る
よ
う
に
見
え
る
だ
け
で
あ
り
、

〈
最
小
限
度
〉
と
は
認
め
が
た
い
。 

こ
こ
で
、
助
動
詞
マ
シ
の
は
た
ら
き
を
確
認
す
る
。
古
川
（
二
〇
一

九
）
は
、
「
マ
シ
」
の
構
造
を
つ
ぎ
の
よ
う
に
整
理
す
る
。 

（

）
可
能
性
Ⅰ

Ａ
で
あ
る

（
Ａ
ゆ
え
に
）
Ｂ
で
あ
る 

可
能
性
Ⅱ

 

Ａ

∣

で
あ
る

（ 

Ａ

∣

ゆ
え
に
） 

Ｂ

∣

で
あ
る 

こ
れ
を
、
「
妹
が
家
も
継
ぎ
て
見
ま
し
を
」（

ａ
）
に
当
て
は
め
る

と
、
つ
ぎ
の
よ
う
に
な
ろ
う
。 

（

ａ，
）

あ
な
た
の
家
が
い
つ
も
見
え
な
い→

あ
な
た
に
逢
え
な
い

あ
な
た
の
家
が
い
つ
も
見
え
る

→

あ
な
た
に
逢
え
る

「
妹
が
家
も
継
ぎ
て
見
ま
し
を
」（

ａ
）
は
「 

Ａ

∣

」
に
相
当
す
る
。

「
あ
な
た
の
家
が
い
つ
も
見
え
る
」
の
で
あ
れ
ば
、
歌
中
に
明
示
は
さ

れ
な
い
が
、
そ
の
帰
結
と
し
て
「
あ
な
た
に
い
つ
も
逢
え
る
」
と
読
む

こ
と
が
で
き
よ
う
。
つ
ま
り
、
「
（
直
接
ハ
ア
ナ
タ
ニ
逢
エ
ナ
ク
ト
モ
）
あ

な
た
の
家
だ
け
で
も
、
い
つ
も
見
ら
れ
た
ら
よ
い
の
に
」
と
い
う
読
み

は
、
「
マ
シ
」
の
意
味
構
造
を
ふ
ま
え
る
と
、
成
立
し
が
た
い
よ
う
に

思
わ
れ
る
。 

ま
た
、
（

ｂ
）
に
つ
い
て
も
、
「
石
か
木
に
で
も 
な
る
方
が
ま
し

だ
」（
『
新
全
集
』
）
と
い
う
現
代
語
訳
が
付
さ
れ
る
よ
う
に
、
〈
最
小
限

度
〉
の
意
が
示
唆
さ
れ
る
。
た
し
か
に
、
非
情
の
事
物
と
し
て
「
石
木
」

は
最
小
限
の
も
の
と
も
考
え
ら
れ
よ
う
が
（
８
）
、
こ
の
類
型
に
は
つ
ぎ

の
よ
う
な
歌
が
あ
る
。 

（

）
世
の
中
は
恋
繁
し
ゑ
や
か
く
し
あ
ら
ば
梅
の
花
に
も
な
ら
ま
し

も
の
を

烏
梅
能
波
奈
尓
母
奈
良
麻
之
勿
能
怨

 

 
 

（
万
葉
五
・
八
一
九
） 

（

）
は
、
い
わ
ゆ
る
梅
花
宴
の
一
首
で
あ
り
、
「
梅
」
は
賞
美
す

べ
き
対
象
そ
の
も
の
で
あ
る
。
「
恋
の
苦
し
み
か
ら
解
放
さ
れ
た
世
」

が
も
っ
と
も
望
ま
し
い
事
態
で
あ
る
と
し
て
も
、
「
恋
の
苦
し
み
が
尽

き
な
い
世
」
と
い
う
前
提
条
件
の
中
で
は
、
む
し
ろ
「
梅
の
花
に
な
る

こ
と
」
は
も
っ
と
も
望
ま
し
い
事
態
で
は
な
か
ろ
う
か
。 

さ
ら
に
、
東
歌
で
は
あ
る
も
の
の
、
次
の
歌
で
は
、
助
詞
モ
が
〈
極

大
〉
に
は
た
ら
く
よ
う
に
解
さ
れ
る
。 

（

）
明
日
香
川
堰
く
と
知
り
せ
ば
あ
ま
た
夜
も
率
寝
て
来
ま
し
を

安
麻
多
欲
母
為
祢
弖
己
麻
思
乎

堰
く
と
知
り
せ
ば 

 
 

（
万
葉
十
四
・
三
五
四
五
） 

こ
の
よ
う
な
用
例
で
「
モ
」
を
〈
最
小
限
度
〉
と
解
す
る
の
で
あ
れ

ば
、
「
あ
ま
た
夜
」
は
「
一
夜
」
の
よ
う
な
表
現
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
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三

助
動
詞
マ
シ
に
共
起
す
る
助
詞
モ
の
は
た
ら
き

 

前
節
の
整
理
を
ふ
ま
え
て
、
上
代
に
お
い
て
助
動
詞
マ
シ
に
共
起
す

る
助
詞
モ
の
は
た
ら
き
を
考
え
る
。
ま
ず
は
じ
め
に
、
従
来
の
研
究
や

諸
注
釈
書
に
て
多
く
指
摘
さ
れ
る
、
〈
最
小
限
度
〉
の
は
た
ら
き
に
つ

い
て
検
討
す
る
。 

三
・
一

〈
最
小
限
度
〉
の
妥
当
性

 

上
代
に
お
い
て
は
、
助
詞
モ
が
最
小
限
の
事
態
を
指
し
示
す
こ
と
で
、

そ
れ
よ
り
も
望
ま
れ
る
事
態
す
べ
て
を
含
意
す
る
こ
と
が
あ
る
。
こ
の

際
、
「
モ
」
は
、
「
セ
メ
テ…

…

ダ
ケ
デ
モ
」
、
あ
る
い
は
否
定
文
な
ど

で
は
「…

…

サ
エ
」
の
よ
う
に
現
代
語
訳
さ
れ
る
。 

（
９
）
ａ

玉
津
島
磯
の
浦
廻
の
砂
に
も
に
ほ
ひ
て
行
か
な

真
名
子

仁
文
尓
保
比
弖
去
名

妹
も
触
れ
け
む

（
万
葉
九
・
一
七
九
九
）

ｂ

一
瀬
に
は
千
度
障
ら
ひ
行
く
水
の
後
に
も
逢
は
む

後
毛

将
相

今
に
あ
ら
ず
と
も

（
万
葉
四
・
六
九
九
）

ｃ

家
に
行
き
て
何
を
語
ら
む
あ
し
ひ
き
の
山
ほ
と
と
ぎ
す
一

声
も
鳴
け

一
音
毛
奈
家

（
万
葉
十
九
・
四
二
〇
三
）

〈
最
小
限
度
〉
の
意
を
汲
み
と
り
や
す
い
の
は
、
（
９
ａ
）
の
よ
う

な
実
現
可
能
性
の
高
い
事
態
を
提
示
す
る
希
望
表
現
と
共
起
す
る
場
合

や
（
小
池
（
二
〇
二
三
ａ
）
）
、
「
後
（
ニ
）
モ…

…

ム
」
の
よ
う
な
文
型

で
あ
る
（
大
野
（
一
九
九
三
）
・
森
野
（
一
九
九
八
）
な
ど
）
。 

前
述
の
よ
う
に
、
こ
の
〈
最
小
限
度
〉
の
は
た
ら
き
は
、
「
マ
シ
」

と
共
起
す
る
「
モ
」
に
も
し
ば
し
ば
指
摘
さ
れ
て
き
た
。 

（

）
ａ

妹
が
家
も
継
ぎ
て
見
ま
し
を

妹
之
家
毛
継
而
見
麻
思
乎

大
和
な
る
大
島
の
嶺
に
家
も
あ
ら
ま
し
を

家
母
有
猨
尾

（
万
葉
二
・
九
一
）

ｂ

か
く
ば
か
り
恋
ひ
つ
つ
あ
ら
ず
は
石
木
に
も
成
ら
ま
し
も

表１ 助動詞マシの文型と助詞モの共起

モと共起

する用例数
総用例数

モと共起

する割合

……マセバ

……マシ
0 12 0.0% 

0.0% 
……マセバ

……マシ以外
0 2 0.0% 

……ズハ

……マシ 通常
0 3 0.0% 

……ズハ

……マシ 特殊
8 18 44.4% 

……セバ

……マシ
7 39 18.0% 

23.3% 
……マセバ

……マシ
4 13 31.0% 

……その他仮定条件

……マシ
6 21 28.6% 

……マシ 11(1) 43 25.6% 

＊助詞モについては、用例数を示したのち、そのうちの読添えの

用例数を 内に示す。

＊割合は、読添えを含めて計算する。

 

の
を

石
木
二
毛
成
益
物
乎

物
思
は
ず
し
て

（
万
葉
四
・
七
二
二
）

（

ａ
）
は
、
（
１
ａ
）
の
再
掲
で
あ
る
。
天
智
天
皇
の
鏡
王
女
に

賜
う
御
歌
で
あ
り
、
諸
注
釈
書
が
〈
最
小
限
度
〉
の
は
た
ら
き
を
指
摘

す
る
こ
と
は
前
述
の
と
お
り
で
あ
る
。
「
あ
な
た
の
家
だ
け
で
も 

い
つ

も
見
ら
れ
た
ら
よ
い
の
に
」（
『
新
全
集
』
）
と
い
う
現
代
語
訳
に
、
「
直

接
は
あ
な
た
に
逢
え
な
く
と
も
」
の
よ
う
な
歌
意
を
補
え
ば
、
た
し
か

に
〈
最
小
限
度
〉
の
は
た
ら
き
と
解
釈
で
き
る
（
７
）
。
た
だ
し
、
結
論

を
先
に
述
べ
る
と
、
こ
れ
は
前
提
条
件
と
そ
の
帰
結
に
、
あ
た
か
も
望

ま
し
さ
の
ス
ケ
ー
ル
が
想
定
で
き
る
よ
う
に
見
え
る
だ
け
で
あ
り
、

〈
最
小
限
度
〉
と
は
認
め
が
た
い
。 

こ
こ
で
、
助
動
詞
マ
シ
の
は
た
ら
き
を
確
認
す
る
。
古
川
（
二
〇
一

九
）
は
、
「
マ
シ
」
の
構
造
を
つ
ぎ
の
よ
う
に
整
理
す
る
。 

（

）
可
能
性
Ⅰ

Ａ
で
あ
る

（
Ａ
ゆ
え
に
）
Ｂ
で
あ
る 

可
能
性
Ⅱ

 

Ａ

∣

で
あ
る

（ 

Ａ

∣

ゆ
え
に
） 

Ｂ

∣

で
あ
る 

こ
れ
を
、
「
妹
が
家
も
継
ぎ
て
見
ま
し
を
」（

ａ
）
に
当
て
は
め
る

と
、
つ
ぎ
の
よ
う
に
な
ろ
う
。 

（

ａ，
）

あ
な
た
の
家
が
い
つ
も
見
え
な
い→

あ
な
た
に
逢
え
な
い

あ
な
た
の
家
が
い
つ
も
見
え
る

→

あ
な
た
に
逢
え
る

「
妹
が
家
も
継
ぎ
て
見
ま
し
を
」（

ａ
）
は
「 

Ａ

∣

」
に
相
当
す
る
。

「
あ
な
た
の
家
が
い
つ
も
見
え
る
」
の
で
あ
れ
ば
、
歌
中
に
明
示
は
さ

れ
な
い
が
、
そ
の
帰
結
と
し
て
「
あ
な
た
に
い
つ
も
逢
え
る
」
と
読
む

こ
と
が
で
き
よ
う
。
つ
ま
り
、
「
（
直
接
ハ
ア
ナ
タ
ニ
逢
エ
ナ
ク
ト
モ
）
あ

な
た
の
家
だ
け
で
も
、
い
つ
も
見
ら
れ
た
ら
よ
い
の
に
」
と
い
う
読
み

は
、
「
マ
シ
」
の
意
味
構
造
を
ふ
ま
え
る
と
、
成
立
し
が
た
い
よ
う
に

思
わ
れ
る
。 

ま
た
、
（

ｂ
）
に
つ
い
て
も
、
「
石
か
木
に
で
も 

な
る
方
が
ま
し

だ
」（
『
新
全
集
』
）
と
い
う
現
代
語
訳
が
付
さ
れ
る
よ
う
に
、
〈
最
小
限

度
〉
の
意
が
示
唆
さ
れ
る
。
た
し
か
に
、
非
情
の
事
物
と
し
て
「
石
木
」

は
最
小
限
の
も
の
と
も
考
え
ら
れ
よ
う
が
（
８
）
、
こ
の
類
型
に
は
つ
ぎ

の
よ
う
な
歌
が
あ
る
。 

（

）
世
の
中
は
恋
繁
し
ゑ
や
か
く
し
あ
ら
ば
梅
の
花
に
も
な
ら
ま
し

も
の
を

烏
梅
能
波
奈
尓
母
奈
良
麻
之
勿
能
怨

 

 
 

（
万
葉
五
・
八
一
九
） 

（

）
は
、
い
わ
ゆ
る
梅
花
宴
の
一
首
で
あ
り
、
「
梅
」
は
賞
美
す

べ
き
対
象
そ
の
も
の
で
あ
る
。
「
恋
の
苦
し
み
か
ら
解
放
さ
れ
た
世
」

が
も
っ
と
も
望
ま
し
い
事
態
で
あ
る
と
し
て
も
、
「
恋
の
苦
し
み
が
尽

き
な
い
世
」
と
い
う
前
提
条
件
の
中
で
は
、
む
し
ろ
「
梅
の
花
に
な
る

こ
と
」
は
も
っ
と
も
望
ま
し
い
事
態
で
は
な
か
ろ
う
か
。 

さ
ら
に
、
東
歌
で
は
あ
る
も
の
の
、
次
の
歌
で
は
、
助
詞
モ
が
〈
極

大
〉
に
は
た
ら
く
よ
う
に
解
さ
れ
る
。 

（

）
明
日
香
川
堰
く
と
知
り
せ
ば
あ
ま
た
夜
も
率
寝
て
来
ま
し
を

安
麻
多
欲
母
為
祢
弖
己
麻
思
乎

堰
く
と
知
り
せ
ば 

 
 

（
万
葉
十
四
・
三
五
四
五
） 

こ
の
よ
う
な
用
例
で
「
モ
」
を
〈
最
小
限
度
〉
と
解
す
る
の
で
あ
れ

ば
、
「
あ
ま
た
夜
」
は
「
一
夜
」
の
よ
う
な
表
現
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
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い
だ
ろ
う
。 

以
上
の
よ
う
に
、
「…

…

モ…
…

マ
シ
」
に
お
け
る
「
モ
」
を
〈
最

小
限
度
〉
と
す
る
解
釈
に
は
、
そ
の
妥
当
性
に
疑
問
が
残
り
、
ほ
か
に

説
明
を
求
め
る
べ
き
で
あ
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。 

 

三
・
二

仮
定
条
件
節
内
の
「
モ
」

 

助
動
詞
マ
シ
に
共
起
す
る
助
詞
モ
に
〈
最
小
限
度
〉
の
は
た
ら
き
を

見
出
し
が
た
い
こ
と
の
傍
証
と
し
て
、
仮
定
条
件
節
に
用
い
ら
れ
る

「
モ
」
に
つ
い
て
検
討
す
る
。 

（

）
ａ

妹
が
名
も
我
が
名
も
立
た
ば

妹
之
名
毛
吾
名
毛
立
者

惜

し
み
こ
そ
富
士
の
高
嶺
の
燃
え
つ
つ
渡
れ

（
万
葉
十
一
・
二
六
九
七
）

ｂ

九
月
の
有
明
の
月
夜
あ
り
つ
つ
も
君
が
来
ま
さ
ば

有
乍

毛
君
之
来
座
者

我
恋
ひ
め
や
も
（
万
葉
十
・
二
三
〇
〇
）

ｃ

麁
玉
の
寸
戸
が
竹
垣
編
目
ゆ
も
妹
し
見
え
な
ば

編
目
従

毛
妹
志
所
見
者

我
恋
ひ
め
や
も
（
万
葉
十
一
・
二
五
三
〇
）

ｄ

玉
敷
け
る
家
も
何
せ
む
八
重
む
ぐ
ら
覆
へ
る
小
屋
も
妹
と

居
り
て
ば

覆
小
屋
毛
妹
与
居
者

（
万
葉
十
一
・
二
八
二
五
）

（

ａ
）
の
よ
う
に
、
〈
並
列
〉
の
は
た
ら
き
が
顕
著
な
例
や
、

（

ｂ
）
の
よ
う
に
、
「
モ
」
が
仮
定
条
件
節
に
係
る
か
、
そ
の
後
に

係
る
か
解
釈
し
が
た
い
例
を
除
く
と
、
「
（
直
接
見
ル
コ
ト
ハ
叶
ワ
ナ
ク
ト

モ
）
竹
垣
の
網
目
か
ら
で
も
あ
な
た
が
見
え
た
ら
」（

ｃ
）
、
「
（
玉
ヲ

敷
イ
タ
家
デ
ナ
ク
ト
モ
）
蔓
の
這
っ
た
小
屋
で
も
あ
な
た
と
居
れ
ば
」

（

ｄ
）
の
如
く
、
仮
定
条
件
節
内
の
「
モ
」
の
多
く
は
、
〈
最
小
限

度
〉
に
解
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
こ
れ
ら
の
〈
最
小
限
度
〉
の
は
た
ら

き
は
、
三
・
一
に
示
し
た
「
あ
な
た
の
家
が
い
つ
も
見
え
る
／
妹
に
逢

え
る
」
（

ａ，
）
の
よ
う
に
、
前
提
条
件
と
そ
の
帰
結
と
に
跨
っ
て
望

ま
し
さ
の
ス
ケ
ー
ル
を
述
べ
る
の
で
は
な
く
、
「
直
接
見
る
／
竹
垣
の

網
目
か
ら
見
る
」
の
よ
う
に
、
あ
く
ま
で
仮
定
条
件
節
内
で
望
ま
し
さ

の
ス
ケ
ー
ル
を
述
べ
る
の
で
あ
る
。 

ま
た
、
二
・
一
に
て
指
摘
し
た
、
「
マ
シ
」
の
前
件
と
な
る
仮
定
条

件
節
内
に
「
モ
」
が
用
い
ら
れ
る
（
５
ａ
・
ｂ
）
の
例
を
再
掲
す
る
。 

（

）
ａ

妻
も
あ
ら
ば

妻
毛
有
者

摘
み
て
食
げ
ま
し
沙
弥
の
山
野

の
上
の
う
は
ぎ
過
ぎ
に
け
ら
ず
や

（
万
葉
二
・
二
二
一
）

ｂ

旅
に
し
て
物
恋
之
鳴
毛
聞
こ
え
ざ
り
せ
ば

不
所
聞
有
世

者

恋
ひ
て
死
な
ま
し

（
万
葉
一
・
六
七
）

（

ａ
）
は
、
人
麻
呂
の
石
中
死
人
歌
で
あ
る
。
直
前
の
長
歌
末

「
玉
桙
の
道
だ
に
知
ら
ず
お
ほ
ほ
し
く
待
ち
か
恋
ふ
ら
む
愛
し
き
妻
ら

は
」
（
万
葉
二
・
二
二
〇
）
を
ふ
ま
え
て
、
「
妻
ら
」
を
「
妻
を
含
め
た

家
族
」
と
読
め
ば
（
９
）
、
「
（
家
族
全
員
ハ
叶
ワ
ナ
ク
ト
モ
）
せ
め
て
妻
だ

け
で
も
居
合
わ
せ
た
ら
」
と
〈
最
小
限
度
〉
に
解
さ
れ
る
。
非
妻
帯
者

に
対
し
て
、
「
妻
が
い
れ
ば
」
と
反
事
実
的
な
仮
定
を
述
べ
る
わ
け
で

は
な
い
の
で
あ
る
。
（

ｂ
）
も
、
『
全
注
釈
』
と
そ
れ
を
承
け
た

『
注
釈
』
の
脱
字
説
に
よ
っ
て
「
物
恋
し
き
に
鶴
が
音
も
」
と
訓
む
の

で
あ
れ
ば
、
家
恋
し
さ
を
慰
め
る
最
小
限
の
も
の
と
し
て
「
鶴
が
音
」

 

を
想
定
し
て
、
「
（
家
ニ
帰
ル
コ
ト
ハ
デ
キ
ナ
ク
ト
モ
）
せ
め
て
鶴
の
鳴
き

声
だ
け
で
も
聞
こ
え
た
ら
」
と
解
す
る
こ
と
が
で
き
よ
う
。 

な
お
、
参
考
ま
で
に
、
（

ａ
）
の
「
マ
シ
」
の
構
造
を
示
せ
ば
、

つ
ぎ
の
よ
う
に
な
ろ
う
。 

（

ａ，
）
妻
が
居
合
わ
せ
な
い→

と
も
に
う
は
ぎ
を
食
べ
ら
れ
な
い

妻
が
居
合
わ
せ
る

→

と
も
に
う
は
ぎ
を
食
べ
ら
れ
る

帰
結
「
と
も
に
う
は
ぎ
を
食
べ
る
」
を
導
く
た
め
の
最
小
限
の
前
提

条
件
が
「
家
族
の
う
ち
妻
が
居
合
わ
せ
る
」
な
の
で
あ
る
。
つ
ま
り
、

〈
最
小
限
度
〉
の
は
た
ら
き
は
、
（

ａ，
）
の
よ
う
に
前
提
条
件
と
そ

の
帰
結
と
に
跨
る
も
の
で
は
な
く
、
前
提
条
件
内
に
留
ま
る
も
の
で
あ

る
。
し
た
が
っ
て
、
や
は
り
「
マ
シ
」
に
共
起
す
る
「
モ
」
を
〈
最
小

限
度
〉
に
解
す
べ
き
蓋
然
性
は
小
さ
い
よ
う
に
思
わ
れ
る
。 

 

三
・
三

詠
嘆
性
の
指
摘

 

そ
れ
で
は
、
こ
の
構
文
的
環
境
に
お
け
る
助
詞
モ
の
は
た
ら
き
を
如

何
に
解
釈
す
べ
き
で
あ
ろ
う
か
。
結
論
を
先
に
示
す
と
、
こ
の
文
脈
に

お
け
る
「
モ
」
は
、
実
現
可
能
性
の
低
い
事
態
を
提
示
す
る
希
望
表
現

（
Ｌ
類
の
希
望
表
現
）
に
伴
わ
れ
る
〈
詠
嘆
〉
由
来
の
「
モ
」
と
語
性

を
同
じ
く
す
る
も
の
と
推
察
さ
れ
る
。 

（

）
ａ

我
が
命
も
常
に
あ
ら
ぬ
か

吾
命
毛
常
有
奴
可

昔
見
し
象

の
小
川
を
行
き
て
見
む
た
め

（
万
葉
三
・
三
三
二
）

ｂ

竜
の
馬
も
今
も
得
て
し
か

多
都
能
馬
母
伊
麻
勿
愛
弖
之

可

あ
を
に
よ
し
奈
良
の
都
に
行
き
て
来
む
た
め

（
万
葉
五
・
八
〇
六
）

「
Ⅼ
類
の
希
望
表
現
が
提
示
す
る
事
態
に
は
、
そ
の
実
現
可
能
性
の

低
さ
か
ら
欠
如
感
や
不
満
感
と
い
っ
た
情
意
が
伴
わ
れ
る
。
そ
の
よ
う

な
情
意
を
表
出
す
る
た
め
に
、
Ｌ
類
の
希
望
表
現
と
助
詞
モ
と
が
強
く

ひ
か
れ
あ
っ
た
」
（
小
池
（
二
〇
二
三
ａ
）
：
七
六
頁
）
の
で
あ
っ
た
。

「
マ
シ
」
が
希
望
表
現
に
近
似
す
る
こ
と
に
は
、
先
学
の
指
摘
が
あ
り

（
前
掲
注
２
参
照
）
、
と
く
に
、
い
わ
ゆ
る
上
代
特
殊
語
法
の
後
件
で
は
、

「
マ
シ
」
と
同
様
に
、
こ
の
種
の
希
望
表
現
が
用
い
ら
れ
る
こ
と
が
あ

る
。 

（

）
ａ

な
か
な
か
に
人
と
あ
ら
ず
は
桑
子
に
も
な
ら
ま
し
も
の
を

桑
子
尓
毛
成
益
物
乎

玉
の
緒
ば
か
り

（
万
葉
十
二
・
三
〇
八
六
）

ｂ

な
か
な
か
に
人
と
あ
ら
ず
は
酒
壺
に
成
り
に
て
し
か
も

酒
壺
二
成
而
師
鴨

酒
に
染
み
な
む
（
万
葉
三
・
三
四
三
）

ｃ

外
に
居
て
恋
ひ
つ
つ
あ
ら
ず
は
君
の
家
の
池
に
住
む
と
い

ふ
鴨
に
あ
ら
ま
し
を

鴨
二
有
益
雄

（
万
葉
四
・
七
二
六
）

ｄ

我
が
思
ひ
か
く
し
て
あ
ら
ず
は
玉
に
も
が

玉
二
毛
我

ま

こ
と
も
妹
が
手
に
巻
か
れ
む
を

（
万
葉
四
・
七
三
四
）

（

ａ
・
ｃ
）
の
よ
う
に
、
「
マ
シ
」
の
前
件
が
上
代
特
殊
語
法
と

解
さ
れ
る
例
は
一
八
例
認
め
ら
れ
、
う
ち
八
例
に
「
モ
」
の
共
起
が
認

め
ら
れ
る
。
わ
ず
か
ば
か
り
過
半
数
に
届
か
な
い
も
の
の
、
そ
の
共
起

率
は
、
お
お
む
ね
Ｌ
類
の
希
望
表
現
と
助
詞
モ
と
の
共
起
率
に
準
じ
る
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い
だ
ろ
う
。 

以
上
の
よ
う
に
、
「…

…

モ…
…

マ
シ
」
に
お
け
る
「
モ
」
を
〈
最

小
限
度
〉
と
す
る
解
釈
に
は
、
そ
の
妥
当
性
に
疑
問
が
残
り
、
ほ
か
に

説
明
を
求
め
る
べ
き
で
あ
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。 

 

三
・
二

仮
定
条
件
節
内
の
「
モ
」

 

助
動
詞
マ
シ
に
共
起
す
る
助
詞
モ
に
〈
最
小
限
度
〉
の
は
た
ら
き
を

見
出
し
が
た
い
こ
と
の
傍
証
と
し
て
、
仮
定
条
件
節
に
用
い
ら
れ
る

「
モ
」
に
つ
い
て
検
討
す
る
。 

（

）
ａ

妹
が
名
も
我
が
名
も
立
た
ば

妹
之
名
毛
吾
名
毛
立
者

惜

し
み
こ
そ
富
士
の
高
嶺
の
燃
え
つ
つ
渡
れ

（
万
葉
十
一
・
二
六
九
七
）

ｂ

九
月
の
有
明
の
月
夜
あ
り
つ
つ
も
君
が
来
ま
さ
ば

有
乍

毛
君
之
来
座
者

我
恋
ひ
め
や
も
（
万
葉
十
・
二
三
〇
〇
）

ｃ

麁
玉
の
寸
戸
が
竹
垣
編
目
ゆ
も
妹
し
見
え
な
ば

編
目
従

毛
妹
志
所
見
者

我
恋
ひ
め
や
も
（
万
葉
十
一
・
二
五
三
〇
）

ｄ

玉
敷
け
る
家
も
何
せ
む
八
重
む
ぐ
ら
覆
へ
る
小
屋
も
妹
と

居
り
て
ば

覆
小
屋
毛
妹
与
居
者

（
万
葉
十
一
・
二
八
二
五
）

（

ａ
）
の
よ
う
に
、
〈
並
列
〉
の
は
た
ら
き
が
顕
著
な
例
や
、

（

ｂ
）
の
よ
う
に
、
「
モ
」
が
仮
定
条
件
節
に
係
る
か
、
そ
の
後
に

係
る
か
解
釈
し
が
た
い
例
を
除
く
と
、
「
（
直
接
見
ル
コ
ト
ハ
叶
ワ
ナ
ク
ト

モ
）
竹
垣
の
網
目
か
ら
で
も
あ
な
た
が
見
え
た
ら
」（

ｃ
）
、
「
（
玉
ヲ

敷
イ
タ
家
デ
ナ
ク
ト
モ
）
蔓
の
這
っ
た
小
屋
で
も
あ
な
た
と
居
れ
ば
」

（

ｄ
）
の
如
く
、
仮
定
条
件
節
内
の
「
モ
」
の
多
く
は
、
〈
最
小
限

度
〉
に
解
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
こ
れ
ら
の
〈
最
小
限
度
〉
の
は
た
ら

き
は
、
三
・
一
に
示
し
た
「
あ
な
た
の
家
が
い
つ
も
見
え
る
／
妹
に
逢

え
る
」（

ａ，
）
の
よ
う
に
、
前
提
条
件
と
そ
の
帰
結
と
に
跨
っ
て
望

ま
し
さ
の
ス
ケ
ー
ル
を
述
べ
る
の
で
は
な
く
、
「
直
接
見
る
／
竹
垣
の

網
目
か
ら
見
る
」
の
よ
う
に
、
あ
く
ま
で
仮
定
条
件
節
内
で
望
ま
し
さ

の
ス
ケ
ー
ル
を
述
べ
る
の
で
あ
る
。 

ま
た
、
二
・
一
に
て
指
摘
し
た
、
「
マ
シ
」
の
前
件
と
な
る
仮
定
条

件
節
内
に
「
モ
」
が
用
い
ら
れ
る
（
５
ａ
・
ｂ
）
の
例
を
再
掲
す
る
。 

（

）
ａ

妻
も
あ
ら
ば

妻
毛
有
者

摘
み
て
食
げ
ま
し
沙
弥
の
山
野

の
上
の
う
は
ぎ
過
ぎ
に
け
ら
ず
や

（
万
葉
二
・
二
二
一
）

ｂ

旅
に
し
て
物
恋
之
鳴
毛
聞
こ
え
ざ
り
せ
ば

不
所
聞
有
世

者

恋
ひ
て
死
な
ま
し

（
万
葉
一
・
六
七
）

（

ａ
）
は
、
人
麻
呂
の
石
中
死
人
歌
で
あ
る
。
直
前
の
長
歌
末

「
玉
桙
の
道
だ
に
知
ら
ず
お
ほ
ほ
し
く
待
ち
か
恋
ふ
ら
む
愛
し
き
妻
ら

は
」（
万
葉
二
・
二
二
〇
）
を
ふ
ま
え
て
、
「
妻
ら
」
を
「
妻
を
含
め
た

家
族
」
と
読
め
ば
（
９
）
、
「
（
家
族
全
員
ハ
叶
ワ
ナ
ク
ト
モ
）
せ
め
て
妻
だ

け
で
も
居
合
わ
せ
た
ら
」
と
〈
最
小
限
度
〉
に
解
さ
れ
る
。
非
妻
帯
者

に
対
し
て
、
「
妻
が
い
れ
ば
」
と
反
事
実
的
な
仮
定
を
述
べ
る
わ
け
で

は
な
い
の
で
あ
る
。
（

ｂ
）
も
、
『
全
注
釈
』
と
そ
れ
を
承
け
た

『
注
釈
』
の
脱
字
説
に
よ
っ
て
「
物
恋
し
き
に
鶴
が
音
も
」
と
訓
む
の

で
あ
れ
ば
、
家
恋
し
さ
を
慰
め
る
最
小
限
の
も
の
と
し
て
「
鶴
が
音
」

 

を
想
定
し
て
、
「
（
家
ニ
帰
ル
コ
ト
ハ
デ
キ
ナ
ク
ト
モ
）
せ
め
て
鶴
の
鳴
き

声
だ
け
で
も
聞
こ
え
た
ら
」
と
解
す
る
こ
と
が
で
き
よ
う
。 

な
お
、
参
考
ま
で
に
、
（

ａ
）
の
「
マ
シ
」
の
構
造
を
示
せ
ば
、

つ
ぎ
の
よ
う
に
な
ろ
う
。 

（

ａ，
）
妻
が
居
合
わ
せ
な
い→

と
も
に
う
は
ぎ
を
食
べ
ら
れ
な
い

妻
が
居
合
わ
せ
る

→

と
も
に
う
は
ぎ
を
食
べ
ら
れ
る

帰
結
「
と
も
に
う
は
ぎ
を
食
べ
る
」
を
導
く
た
め
の
最
小
限
の
前
提

条
件
が
「
家
族
の
う
ち
妻
が
居
合
わ
せ
る
」
な
の
で
あ
る
。
つ
ま
り
、

〈
最
小
限
度
〉
の
は
た
ら
き
は
、
（

ａ，
）
の
よ
う
に
前
提
条
件
と
そ

の
帰
結
と
に
跨
る
も
の
で
は
な
く
、
前
提
条
件
内
に
留
ま
る
も
の
で
あ

る
。
し
た
が
っ
て
、
や
は
り
「
マ
シ
」
に
共
起
す
る
「
モ
」
を
〈
最
小

限
度
〉
に
解
す
べ
き
蓋
然
性
は
小
さ
い
よ
う
に
思
わ
れ
る
。 

 

三
・
三

詠
嘆
性
の
指
摘

 

そ
れ
で
は
、
こ
の
構
文
的
環
境
に
お
け
る
助
詞
モ
の
は
た
ら
き
を
如

何
に
解
釈
す
べ
き
で
あ
ろ
う
か
。
結
論
を
先
に
示
す
と
、
こ
の
文
脈
に

お
け
る
「
モ
」
は
、
実
現
可
能
性
の
低
い
事
態
を
提
示
す
る
希
望
表
現

（
Ｌ
類
の
希
望
表
現
）
に
伴
わ
れ
る
〈
詠
嘆
〉
由
来
の
「
モ
」
と
語
性

を
同
じ
く
す
る
も
の
と
推
察
さ
れ
る
。 

（

）
ａ

我
が
命
も
常
に
あ
ら
ぬ
か

吾
命
毛
常
有
奴
可

昔
見
し
象

の
小
川
を
行
き
て
見
む
た
め

（
万
葉
三
・
三
三
二
）

ｂ

竜
の
馬
も
今
も
得
て
し
か

多
都
能
馬
母
伊
麻
勿
愛
弖
之

可

あ
を
に
よ
し
奈
良
の
都
に
行
き
て
来
む
た
め

（
万
葉
五
・
八
〇
六
）

「
Ⅼ
類
の
希
望
表
現
が
提
示
す
る
事
態
に
は
、
そ
の
実
現
可
能
性
の

低
さ
か
ら
欠
如
感
や
不
満
感
と
い
っ
た
情
意
が
伴
わ
れ
る
。
そ
の
よ
う

な
情
意
を
表
出
す
る
た
め
に
、
Ｌ
類
の
希
望
表
現
と
助
詞
モ
と
が
強
く

ひ
か
れ
あ
っ
た
」
（
小
池
（
二
〇
二
三
ａ
）
：
七
六
頁
）
の
で
あ
っ
た
。

「
マ
シ
」
が
希
望
表
現
に
近
似
す
る
こ
と
に
は
、
先
学
の
指
摘
が
あ
り

（
前
掲
注
２
参
照
）
、
と
く
に
、
い
わ
ゆ
る
上
代
特
殊
語
法
の
後
件
で
は
、

「
マ
シ
」
と
同
様
に
、
こ
の
種
の
希
望
表
現
が
用
い
ら
れ
る
こ
と
が
あ

る
。 

（

）
ａ

な
か
な
か
に
人
と
あ
ら
ず
は
桑
子
に
も
な
ら
ま
し
も
の
を

桑
子
尓
毛
成
益
物
乎

玉
の
緒
ば
か
り

（
万
葉
十
二
・
三
〇
八
六
）

ｂ

な
か
な
か
に
人
と
あ
ら
ず
は
酒
壺
に
成
り
に
て
し
か
も

酒
壺
二
成
而
師
鴨

酒
に
染
み
な
む
（
万
葉
三
・
三
四
三
）

ｃ

外
に
居
て
恋
ひ
つ
つ
あ
ら
ず
は
君
の
家
の
池
に
住
む
と
い

ふ
鴨
に
あ
ら
ま
し
を

鴨
二
有
益
雄

（
万
葉
四
・
七
二
六
）

ｄ

我
が
思
ひ
か
く
し
て
あ
ら
ず
は
玉
に
も
が

玉
二
毛
我

ま

こ
と
も
妹
が
手
に
巻
か
れ
む
を

（
万
葉
四
・
七
三
四
）

（

ａ
・
ｃ
）
の
よ
う
に
、
「
マ
シ
」
の
前
件
が
上
代
特
殊
語
法
と

解
さ
れ
る
例
は
一
八
例
認
め
ら
れ
、
う
ち
八
例
に
「
モ
」
の
共
起
が
認

め
ら
れ
る
。
わ
ず
か
ば
か
り
過
半
数
に
届
か
な
い
も
の
の
、
そ
の
共
起

率
は
、
お
お
む
ね
Ｌ
類
の
希
望
表
現
と
助
詞
モ
と
の
共
起
率
に
準
じ
る
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も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
さ
ら
に
注
目
す
べ
き
は
、
一
八
例
の
う
ち
一
三

例
が
モ
ノ
あ
る
い
は
他
人
に
な
る
事
態
を
望
む
こ
と
で
あ
る
（
１
０
）
。

こ
の
よ
う
な
願
い
は
、
実
現
可
能
性
の
低
い
事
態
を
提
示
す
る
希
望
表

現
に
顕
著
な
特
徴
の
ひ
と
つ
で
あ
っ
た
（
小
池
（
二
〇
二
三
ａ
）
）
。
ま

た
、
残
る
五
例
は
「
白
露
の
消
か
も
し
な
ま
し
」（
万
葉
八
・
一
六
〇
八
）

の
如
く
、
こ
の
世
か
ら
消
え
て
し
ま
い
た
い
と
望
む
。
こ
の
よ
う
な
悲

痛
な
願
い
に
お
い
て
、
欠
如
感
や
不
満
感
と
い
っ
た
情
意
に
与
る
〈
詠

嘆
〉
由
来
の
「
モ
」
が
用
い
ら
れ
た
こ
と
に
は
、
得
心
が
ゆ
こ
う
。 

 

三
・
四

「
マ
シ
」
の
希
望
と
推
量

 

以
上
、
三
・
一
と
三
・
二
に
て
、
助
動
詞
マ
シ
に
共
起
す
る
助
詞
モ

に
〈
最
小
限
度
〉
の
は
た
ら
き
を
認
め
が
た
い
旨
を
述
べ
、
三
・
三
に

て
、
実
現
可
能
性
の
低
い
事
態
を
提
示
す
る
希
望
表
現
に
伴
わ
れ
る
助

詞
モ
と
同
様
に
、
〈
詠
嘆
〉
由
来
の
は
た
ら
き
を
認
め
る
べ
き
旨
を
述

べ
た
。
「…

…

ズ
ハ
（
上
代
特
殊
語
法
）…

…

マ
シ
」
に
「
モ
」
が
共
起

し
や
す
い
理
由
に
つ
い
て
は
す
で
に
論
じ
た
た
め
、
残
る
文
型
に
つ
い

て
考
察
し
て
ゆ
く
。 

ま
ず
、
仮
定
条
件
節
内
の
「
マ
シ
」
で
あ
る
が
、
二
・
一
に
述
べ
た

よ
う
に
、
「…
…

マ
セ
バ
」
に
「
モ
」
が
共
起
す
る
例
は
見
出
さ
れ
な

い
。
こ
れ
は
、
仮
定
条
件
節
内
の
「
モ
」
が
〈
最
小
限
度
〉
に
は
た
ら

き
や
す
い
こ
と
に
起
因
す
る
と
推
さ
れ
る
。 

（

）
人
言
の
繁
き
時
に
は
我
妹
子
し
衣
に
あ
り
せ
ば

吾
妹
衣
有

下
に
着
ま
し
を 

（
万
葉
十
二
・
二
八
五
二
）

た
と
え
ば
、
（

）
は
、
「
我
妹
子
が
衣
で
あ
れ
ば
」
と
仮
定
す
る
。

前
述
の
よ
う
に
、
ヒ
ト
が
モ
ノ
に
な
る
事
態
を
提
示
す
る
際
に
は
、

〈
詠
嘆
〉
由
来
の
「
モ
」
が
用
い
ら
れ
や
す
い
が
、
そ
の
一
方
で
、
仮

定
条
件
節
内
と
い
う
環
境
で
は
、
「
モ
」
は
〈
最
小
限
度
〉
に
解
さ
れ

や
す
く
も
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
事
情
に
よ
り
、
仮
定
条
件
節
内
で
は
、

「
マ
シ
」
と
「
モ
」
と
の
共
起
が
避
け
ら
れ
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。 

つ
ぎ
に
、
「
ズ
ハ
」
以
外
の
仮
定
条
件
節
を
伴
う
「
マ
シ
」
の
文
型

を
検
討
す
る
。
表
１
に
示
し
た
よ
う
に
、
こ
の
文
型
に
は
「
モ
」
と
の

共
起
こ
そ
認
め
ら
れ
る
も
の
の
、
共
起
率
は
二
割
超
と
そ
れ
ほ
ど
大
き

く
な
い
。 

（

）
ａ

世
の
中
は
恋
繁
し
ゑ
や
か
く
し
あ
ら
ば
梅
の
花
に
も
な
ら

ま
し
も
の
を

梅
能
波
奈
尓
母
奈
良
麻
之
勿
能
怨

（
万
葉
五
・
八
一
九
）

ｂ

人
言
の
繁
き
こ
の
こ
ろ
玉
な
ら
ば
手
に
巻
き
持
ち
て
恋
ひ

ざ
ら
ま
し
を

手
尓
巻
以
而
不
恋
有
益
雄

（
万
葉
三
・
四
三
六
）

ｃ

高
光
る
我
が
日
の
皇
子
の
い
ま
し
せ
ば
島
の
御
門
は
荒
れ

ざ
ら
ま
し
を

嶋
御
門
者
不
荒
有
益
乎

（
万
葉
二
・
一
七
三
）

（

ａ
）
は
、
（

）
の
再
掲
で
あ
る
。
「
マ
シ
」
に
よ
っ
て
モ
ノ

と
な
る
望
み
を
提
示
す
る
例
で
あ
り
、
三
・
三
に
検
討
し
た
よ
う
に
、

実
現
可
能
性
の
低
い
事
態
に
対
す
る
不
満
感
や
欠
如
感
を
表
す
た
め
に
、

「
モ
」
が
共
起
し
え
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。 

 

そ
の
一
方
で
、
（

ｂ
）
は
、
「
あ
な
た
が
玉
で
あ
れ
ば
、
手
に
巻

き
つ
け
て
、
逢
え
ず
苦
し
い
思
い
は
し
な
か
ろ
う
に
」
と
、
モ
ノ
と
な

る
事
態
を
前
提
条
件
と
す
る
。
こ
の
よ
う
に
な
る
と
、
「
マ
シ
」
が
用

い
ら
れ
る
後
件
は
あ
く
ま
で
前
提
条
件
か
ら
導
か
れ
る
帰
結
に
す
ぎ
ず
、

希
望
の
意
を
汲
み
と
り
が
た
い
。
日
並
皇
子
舎
人
慟
傷
歌
群
の
う
ち
の

一
首
で
あ
る
（

ｃ
）
も
、
「
草
壁
皇
子
が
存
命
で
あ
れ
ば
、
島
の
宮

は
荒
れ
な
か
っ
た
で
あ
ろ
う
に
」
と
す
る
。
挽
歌
で
あ
る
こ
と
を
ふ
ま

え
る
と
、
望
む
べ
き
は
む
し
ろ
前
提
条
件
の
「
草
壁
皇
子
が
存
命
で
あ

る
こ
と
」
で
あ
り
、
後
件
は
前
提
条
件
か
ら
導
か
れ
る
帰
結
に
留
ま
る
。 

ま
た
、
上
代
特
殊
語
法
で
な
い
、
通
常
の
否
定
仮
定
条
件
と
し
て
の

「…
…

ズ
ハ…

…

マ
シ
」
に
は
助
詞
モ
が
共
起
し
な
い
。
三
例
の
み
で

あ
る
た
め
、
全
例
を
掲
げ
る
。 

（

）
ａ

相
見
ず
は
恋
ひ
ざ
ら
ま
し
を

不
恋
有
益
乎

妹
を
見
て
も

と
な
か
く
の
み
恋
ひ
ば
い
か
に
せ
む
（
万
葉
四
・
五
八
六
）

ｂ

は
じ
め
よ
り
長
く
言
ひ
つ
つ
頼
め
ず
は
か
か
る
思
ひ
に
あ

は
ま
し
も
の
か

如
是
念
二
相
益
物
歟（

万
葉
四
・
六
二
〇
）

ｃ

ま
梶
貫
き
船
し
行
か
ず
は
見
れ
ど
飽
か
ぬ
麻
里
布
の
浦
に

宿
り
せ
ま
し
を

麻
里
布
能
宇
良
尓
也
杼
里
世
麻
之
乎

（
万
葉
十
五
・
三
六
三
〇
）

「
逢
い
さ
え
し
な
か
っ
た
ら
、
恋
い
慕
う
こ
と
も
な
か
っ
た
で
あ
ろ

う
に
」（

ａ
）
の
如
く
、
こ
の
文
型
の
「
マ
シ
」
は
、
「
現
実
で
な
い

事
態
や
心
象
を
思
い
描
き
推
量
す
る
用
法
で
あ
る
」
（
古
川
（
二
〇
一

八
）
：
七
一
頁
）
。
つ
ま
り
、
前
述
の
（

ｂ
・
ｃ
）
と
同
様
に
、
「
マ

シ
」
が
用
い
ら
れ
る
事
態
に
希
望
の
意
を
汲
み
と
り
が
た
く
、
そ
の
た

め
に
「
モ
」
が
共
起
し
な
い
の
で
あ
ろ
う
。 

つ
づ
い
て
、
仮
定
条
件
節
を
伴
わ
な
い
「
マ
シ
」
の
文
型
を
検
討
す

る
。
こ
の
文
型
も
「
モ
」
の
共
起
率
は
二
割
超
に
留
ま
る
が
、
「
モ
」

が
共
起
し
が
た
い
理
由
は
、
「
ズ
ハ
」
以
外
の
仮
定
条
件
節
を
伴
う

「
マ
シ
」
の
文
型
と
同
様
で
あ
ろ
う
。 

（

）
ａ 

後
れ
居
て
恋
ひ
ば
苦
し
も
朝
狩
の
君
が
弓
に
も
な
ら
ま
し

も
の
を

伎
美
我
由
美
尓
母
奈
良
麻
思
物
能
乎

 

 
 

（
万
葉
十
四
・
三
五
六
八
） 

ｂ

我
妹
子
は
衣
に
あ
ら
な
む
秋
風
の
寒
き
こ
の
こ
ろ
下
に
着

ま
し
を

下
著
益
乎

（
万
葉
十
・
二
二
六
〇
）

ｃ

な
か
な
か
に
黙
も
あ
ら
ま
し
を

中
〻
者
黙
毛
有
益
乎

な

に
す
と
か
相
見
そ
め
け
む
遂
げ
ざ
ら
ま
く
に

（
万
葉
四
・
六
一
二
）

ｄ

悔
し
く
も
満
ち
ぬ
る
潮
か
住
吉
の
岸
の
浦
廻
ゆ
行
か
ま
し

も
の
を

岸
乃
浦
廻
従
行
益
物
乎

（
万
葉
七
・
一
一
四
四
）

（

ａ
・
ｂ
）
は
、
と
も
に
モ
ノ
と
な
る
こ
と
を
望
む
類
型
で
あ

る
。
た
だ
し
、
「
モ
」
の
共
起
す
る
（

ａ
）
が
そ
の
望
み
を
「
マ
シ
」

で
表
す
の
に
対
し
て
、
（

ｂ
）
は
そ
の
望
み
を
希
望
表
現
が
担
い
、

そ
こ
か
ら
導
か
れ
る
「
（
衣
デ
ア
ッ
タ
ラ
）
下
に
着
よ
う
に
」
と
い
う
帰

結
を
「
マ
シ
」
が
担
う
。 

以
上
の
よ
う
に
、
「
ズ
ハ
」
以
外
の
仮
定
条
件
節
を
伴
う
「
マ
シ
」
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も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
さ
ら
に
注
目
す
べ
き
は
、
一
八
例
の
う
ち
一
三

例
が
モ
ノ
あ
る
い
は
他
人
に
な
る
事
態
を
望
む
こ
と
で
あ
る
（
１
０
）
。

こ
の
よ
う
な
願
い
は
、
実
現
可
能
性
の
低
い
事
態
を
提
示
す
る
希
望
表

現
に
顕
著
な
特
徴
の
ひ
と
つ
で
あ
っ
た
（
小
池
（
二
〇
二
三
ａ
）
）
。
ま

た
、
残
る
五
例
は
「
白
露
の
消
か
も
し
な
ま
し
」（
万
葉
八
・
一
六
〇
八
）

の
如
く
、
こ
の
世
か
ら
消
え
て
し
ま
い
た
い
と
望
む
。
こ
の
よ
う
な
悲

痛
な
願
い
に
お
い
て
、
欠
如
感
や
不
満
感
と
い
っ
た
情
意
に
与
る
〈
詠

嘆
〉
由
来
の
「
モ
」
が
用
い
ら
れ
た
こ
と
に
は
、
得
心
が
ゆ
こ
う
。 

 

三
・
四

「
マ
シ
」
の
希
望
と
推
量

 

以
上
、
三
・
一
と
三
・
二
に
て
、
助
動
詞
マ
シ
に
共
起
す
る
助
詞
モ

に
〈
最
小
限
度
〉
の
は
た
ら
き
を
認
め
が
た
い
旨
を
述
べ
、
三
・
三
に

て
、
実
現
可
能
性
の
低
い
事
態
を
提
示
す
る
希
望
表
現
に
伴
わ
れ
る
助

詞
モ
と
同
様
に
、
〈
詠
嘆
〉
由
来
の
は
た
ら
き
を
認
め
る
べ
き
旨
を
述

べ
た
。
「…

…

ズ
ハ
（
上
代
特
殊
語
法
）…

…

マ
シ
」
に
「
モ
」
が
共
起

し
や
す
い
理
由
に
つ
い
て
は
す
で
に
論
じ
た
た
め
、
残
る
文
型
に
つ
い

て
考
察
し
て
ゆ
く
。 

ま
ず
、
仮
定
条
件
節
内
の
「
マ
シ
」
で
あ
る
が
、
二
・
一
に
述
べ
た

よ
う
に
、
「…

…

マ
セ
バ
」
に
「
モ
」
が
共
起
す
る
例
は
見
出
さ
れ
な

い
。
こ
れ
は
、
仮
定
条
件
節
内
の
「
モ
」
が
〈
最
小
限
度
〉
に
は
た
ら

き
や
す
い
こ
と
に
起
因
す
る
と
推
さ
れ
る
。 

（

）
人
言
の
繁
き
時
に
は
我
妹
子
し
衣
に
あ
り
せ
ば

吾
妹
衣
有

下
に
着
ま
し
を 

（
万
葉
十
二
・
二
八
五
二
）

た
と
え
ば
、
（

）
は
、
「
我
妹
子
が
衣
で
あ
れ
ば
」
と
仮
定
す
る
。

前
述
の
よ
う
に
、
ヒ
ト
が
モ
ノ
に
な
る
事
態
を
提
示
す
る
際
に
は
、

〈
詠
嘆
〉
由
来
の
「
モ
」
が
用
い
ら
れ
や
す
い
が
、
そ
の
一
方
で
、
仮

定
条
件
節
内
と
い
う
環
境
で
は
、
「
モ
」
は
〈
最
小
限
度
〉
に
解
さ
れ

や
す
く
も
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
事
情
に
よ
り
、
仮
定
条
件
節
内
で
は
、

「
マ
シ
」
と
「
モ
」
と
の
共
起
が
避
け
ら
れ
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。 

つ
ぎ
に
、
「
ズ
ハ
」
以
外
の
仮
定
条
件
節
を
伴
う
「
マ
シ
」
の
文
型

を
検
討
す
る
。
表
１
に
示
し
た
よ
う
に
、
こ
の
文
型
に
は
「
モ
」
と
の

共
起
こ
そ
認
め
ら
れ
る
も
の
の
、
共
起
率
は
二
割
超
と
そ
れ
ほ
ど
大
き

く
な
い
。 

（

）
ａ

世
の
中
は
恋
繁
し
ゑ
や
か
く
し
あ
ら
ば
梅
の
花
に
も
な
ら

ま
し
も
の
を

梅
能
波
奈
尓
母
奈
良
麻
之
勿
能
怨

（
万
葉
五
・
八
一
九
）

ｂ

人
言
の
繁
き
こ
の
こ
ろ
玉
な
ら
ば
手
に
巻
き
持
ち
て
恋
ひ

ざ
ら
ま
し
を

手
尓
巻
以
而
不
恋
有
益
雄

（
万
葉
三
・
四
三
六
）

ｃ

高
光
る
我
が
日
の
皇
子
の
い
ま
し
せ
ば
島
の
御
門
は
荒
れ

ざ
ら
ま
し
を

嶋
御
門
者
不
荒
有
益
乎

（
万
葉
二
・
一
七
三
）

（

ａ
）
は
、
（

）
の
再
掲
で
あ
る
。
「
マ
シ
」
に
よ
っ
て
モ
ノ

と
な
る
望
み
を
提
示
す
る
例
で
あ
り
、
三
・
三
に
検
討
し
た
よ
う
に
、

実
現
可
能
性
の
低
い
事
態
に
対
す
る
不
満
感
や
欠
如
感
を
表
す
た
め
に
、

「
モ
」
が
共
起
し
え
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。 

 

そ
の
一
方
で
、
（

ｂ
）
は
、
「
あ
な
た
が
玉
で
あ
れ
ば
、
手
に
巻

き
つ
け
て
、
逢
え
ず
苦
し
い
思
い
は
し
な
か
ろ
う
に
」
と
、
モ
ノ
と
な

る
事
態
を
前
提
条
件
と
す
る
。
こ
の
よ
う
に
な
る
と
、
「
マ
シ
」
が
用

い
ら
れ
る
後
件
は
あ
く
ま
で
前
提
条
件
か
ら
導
か
れ
る
帰
結
に
す
ぎ
ず
、

希
望
の
意
を
汲
み
と
り
が
た
い
。
日
並
皇
子
舎
人
慟
傷
歌
群
の
う
ち
の

一
首
で
あ
る
（

ｃ
）
も
、
「
草
壁
皇
子
が
存
命
で
あ
れ
ば
、
島
の
宮

は
荒
れ
な
か
っ
た
で
あ
ろ
う
に
」
と
す
る
。
挽
歌
で
あ
る
こ
と
を
ふ
ま

え
る
と
、
望
む
べ
き
は
む
し
ろ
前
提
条
件
の
「
草
壁
皇
子
が
存
命
で
あ

る
こ
と
」
で
あ
り
、
後
件
は
前
提
条
件
か
ら
導
か
れ
る
帰
結
に
留
ま
る
。 

ま
た
、
上
代
特
殊
語
法
で
な
い
、
通
常
の
否
定
仮
定
条
件
と
し
て
の

「…
…

ズ
ハ…

…

マ
シ
」
に
は
助
詞
モ
が
共
起
し
な
い
。
三
例
の
み
で

あ
る
た
め
、
全
例
を
掲
げ
る
。 

（

）
ａ

相
見
ず
は
恋
ひ
ざ
ら
ま
し
を

不
恋
有
益
乎

妹
を
見
て
も

と
な
か
く
の
み
恋
ひ
ば
い
か
に
せ
む
（
万
葉
四
・
五
八
六
）

ｂ

は
じ
め
よ
り
長
く
言
ひ
つ
つ
頼
め
ず
は
か
か
る
思
ひ
に
あ

は
ま
し
も
の
か

如
是
念
二
相
益
物
歟（

万
葉
四
・
六
二
〇
）

ｃ

ま
梶
貫
き
船
し
行
か
ず
は
見
れ
ど
飽
か
ぬ
麻
里
布
の
浦
に

宿
り
せ
ま
し
を

麻
里
布
能
宇
良
尓
也
杼
里
世
麻
之
乎

（
万
葉
十
五
・
三
六
三
〇
）

「
逢
い
さ
え
し
な
か
っ
た
ら
、
恋
い
慕
う
こ
と
も
な
か
っ
た
で
あ
ろ

う
に
」（

ａ
）
の
如
く
、
こ
の
文
型
の
「
マ
シ
」
は
、
「
現
実
で
な
い

事
態
や
心
象
を
思
い
描
き
推
量
す
る
用
法
で
あ
る
」
（
古
川
（
二
〇
一

八
）
：
七
一
頁
）
。
つ
ま
り
、
前
述
の
（

ｂ
・
ｃ
）
と
同
様
に
、
「
マ

シ
」
が
用
い
ら
れ
る
事
態
に
希
望
の
意
を
汲
み
と
り
が
た
く
、
そ
の
た

め
に
「
モ
」
が
共
起
し
な
い
の
で
あ
ろ
う
。 

つ
づ
い
て
、
仮
定
条
件
節
を
伴
わ
な
い
「
マ
シ
」
の
文
型
を
検
討
す

る
。
こ
の
文
型
も
「
モ
」
の
共
起
率
は
二
割
超
に
留
ま
る
が
、
「
モ
」

が
共
起
し
が
た
い
理
由
は
、
「
ズ
ハ
」
以
外
の
仮
定
条
件
節
を
伴
う

「
マ
シ
」
の
文
型
と
同
様
で
あ
ろ
う
。 

（

）
ａ 

後
れ
居
て
恋
ひ
ば
苦
し
も
朝
狩
の
君
が
弓
に
も
な
ら
ま
し

も
の
を

伎
美
我
由
美
尓
母
奈
良
麻
思
物
能
乎

 

 
 

（
万
葉
十
四
・
三
五
六
八
） 

ｂ

我
妹
子
は
衣
に
あ
ら
な
む
秋
風
の
寒
き
こ
の
こ
ろ
下
に
着

ま
し
を

下
著
益
乎

（
万
葉
十
・
二
二
六
〇
）

ｃ

な
か
な
か
に
黙
も
あ
ら
ま
し
を

中
〻
者
黙
毛
有
益
乎

な

に
す
と
か
相
見
そ
め
け
む
遂
げ
ざ
ら
ま
く
に

（
万
葉
四
・
六
一
二
）

ｄ

悔
し
く
も
満
ち
ぬ
る
潮
か
住
吉
の
岸
の
浦
廻
ゆ
行
か
ま
し

も
の
を

岸
乃
浦
廻
従
行
益
物
乎

（
万
葉
七
・
一
一
四
四
）

（

ａ
・
ｂ
）
は
、
と
も
に
モ
ノ
と
な
る
こ
と
を
望
む
類
型
で
あ

る
。
た
だ
し
、
「
モ
」
の
共
起
す
る
（

ａ
）
が
そ
の
望
み
を
「
マ
シ
」

で
表
す
の
に
対
し
て
、
（

ｂ
）
は
そ
の
望
み
を
希
望
表
現
が
担
い
、

そ
こ
か
ら
導
か
れ
る
「
（
衣
デ
ア
ッ
タ
ラ
）
下
に
着
よ
う
に
」
と
い
う
帰

結
を
「
マ
シ
」
が
担
う
。 

以
上
の
よ
う
に
、
「
ズ
ハ
」
以
外
の
仮
定
条
件
節
を
伴
う
「
マ
シ
」
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の
文
型
、
お
よ
び
仮
定
条
件
節
を
伴
わ
な
い
「
マ
シ
」
の
文
型
に
は
、

「
マ
シ
」
が
実
現
可
能
性
の
低
い
事
態
の
希
望
に
は
た
ら
く
用
例
と
、

「
マ
シ
」
に
希
望
の
意
を
汲
み
と
り
が
た
い
用
例
と
が
混
在
し
て
い
る
。

そ
の
た
め
に
、
「…

…

ズ
ハ
（
上
代
特
殊
語
法
）…

…

マ
シ
」
に
比
し
て
、

助
詞
モ
の
共
起
率
が
小
さ
い
も
の
と
推
さ
れ
る
。 

 

四

お
わ
り
に

 

本
稿
で
は
、
助
動
詞
マ
シ
に
共
起
す
る
助
詞
モ
に
つ
い
て
、
そ
の

は
た
ら
き
を
考
察
し
た
。
そ
し
て
、
こ
の
「
モ
」
に
〈
最
小
限
度
〉
の

は
た
ら
き
を
認
め
が
た
く
、
「
ヌ
カ
（
モ
）
」
や
「
（
テ
）
シ
カ
（
モ
）
」

な
ど
の
希
望
表
現
と
共
起
す
る
場
合
と
同
様
に
、
実
現
可
能
性
の
低
い

事
態
に
対
す
る
欠
如
感
や
不
満
感
と
い
っ
た
情
意
を
表
す
、
〈
詠
嘆
〉

由
来
の
は
た
ら
き
を
認
め
る
べ
き
で
あ
る
と
結
論
づ
け
た
。 

な
お
、
希
望
表
現
と
助
詞
モ
の
共
起
関
係
を
考
察
し
た
小
池
（
二

〇
二
三
ａ
）
に
お
い
て
は
、
「
マ
シ
」
を
希
望
表
現
に
含
め
て
い
な
い
。

そ
の
理
由
は
、
本
稿
の
冒
頭
に
述
べ
た
よ
う
に
、
「
マ
シ
」
が
複
数
の

構
文
的
環
境
に
跨
っ
て
お
り
、
希
望
表
現
以
外
の
構
文
的
環
境
の
影
響

を
受
け
る
可
能
性
を
否
定
で
き
な
か
っ
た
た
め
で
あ
る
。
つ
ま
り
、
本

稿
は
、
小
池
（
二
〇
二
三
ａ
）
を
補
完
す
る
意
味
合
い
も
有
し
て
い
る
。 

最
後
に
、
残
さ
れ
た
課
題
を
述
べ
る
。
本
稿
で
は
、
上
代
を
検
討

対
象
と
し
た
が
、
中
古
に
お
け
る
用
例
は
、
や
や
様
相
を
異
に
す
る
。 

（

）
ａ 

夢
地
に
も
宿
貸
す
人
の
あ
ら
ま
せ
ば
寝
覚
に
露
は
払
は
ざ

ら
ま
し 

（
後
撰
・
七
七
〇
） 

ｂ

案
に
お
つ
る
こ
と
も
あ
ら
ま
し
か
ば
、
い
と
口
惜
し
く
ね

ぢ
け
た
ら
ま
し 

（
源
氏
・
藤
袴
） 

一
例
を
挙
げ
る
と
、
（

ａ
・
ｂ
）
の
よ
う
に
、
仮
定
条
件
節
内
の

「
マ
シ
」
に
「
モ
」
が
共
起
す
る
例
が
少
な
か
ら
ず
見
出
さ
れ
る
。
ま

た
、
小
池
（
二
〇
二
三
ｂ
）
に
て
指
摘
し
た
よ
う
に
、
漢
文
訓
読
文
に

お
い
て
は
、
「
マ
シ
」
と
「
モ
」
と
の
共
起
を
見
出
し
が
た
く
、
文
体

差
に
も
留
意
す
る
必
要
が
あ
る
と
推
さ
れ
る
。
い
わ
ゆ
る
「
た
め
ら
い
」

を
表
す
用
法
が
成
熟
す
る
な
ど
、
上
代
か
ら
中
古
に
か
け
て
の
「
マ
シ
」

の
意
味
変
化
を
ふ
ま
え
た
う
え
で
、
そ
れ
に
共
起
す
る
「
モ
」
に
も
ま

た
意
味
変
化
が
認
め
ら
れ
る
か
否
か
に
つ
い
て
は
、
さ
ら
な
る
検
討
が

要
さ
れ
る
。 

 ［
注
］ 

 

（
１
）

工
藤
（
一
九
六
三
）
や
𠮷𠮷
田
（
一
九
九
〇
）
、
森
野
（
一
九
九
八
）
の
整
理

は
、
い
ず
れ
も
「
マ
シ
」
を
意
志
・
推
量
の
助
動
詞
に
含
め
る
。
小
池
（
二
〇
二

二
）
に
お
い
て
も
、
同
様
の
立
場
を
採
り
、
共
起
す
る
「
モ
」
に
〈
最
小
限
度
〉

の
意
を
認
め
た
が
、
本
稿
で
は
、
そ
の
妥
当
性
を
再
考
す
る
。

（
２
）

希
望
表
現
を
整
理
し
た
濱
田
（
一
九
八
六
）
は
、
仮
定
条
件
節
、
お
よ
び

「
マ
シ
」
に
後
接
す
る
「
（
モ
ノ
）
ヲ
」
に
「
現
在
の
事
実
に
反
対
の
事
を
仮
定

す
る
」
（
二
一
四
頁
）
機
能
を
求
め
、
「
マ
シ
」
自
体
は
願
望
の
意
を
表
す
と
す
る
。

ま
た
、
山
口
（
一
九
六
八
）
は
、
「
マ
シ
」
を
「
推
量
」
と
「
意
志
（
希
望
）
」
と

に
大
別
で
き
る
こ
と
を
指
摘
す
る
。
そ
れ
ら
を
承
け
た
栗
田
（
二
〇
一
九
）
や
古

 

 

川
（
二
〇
一
八
・
二
〇
一
九
）
も
、
「
マ
シ
」
に
推
量
と
希
望
と
の
意
が
あ
る
こ

と
を
認
め
る
。

（
３
）

森
野
（
一
九
九
八
）
が
「
最
低
・
最
小
限
度
の
対
象
を
『
も
』
が
と
り
た
て

る
用
法
」
（
六
〇
頁
）
と
し
た
ほ
か
、
工
藤
（
一
九
六
三
）
や
大
野
（
一
九
九
三
）

は
、
助
詞
モ
の
根
底
に
不
確
定
や
不
安
を
認
め
つ
つ
、
〈
最
小
限
度
〉
の
は
た
ら

き
を
示
唆
す
る
。
な
お
、
𠮷𠮷
田
（
一
九
九
〇
）
が
「
意
志
・
願
望
・
命
令
文
内
」

に
お
け
る
助
詞
モ
共
起
の
根
拠
と
し
て
掲
げ
た
、
「
実
現
を
期
待
さ
れ
る
事
態
と

い
う
も
の
が
、
可
能
性
を
分
有
す
る
他
の
事
態
た
ち
と
の
並
立
関
係
を
免
れ
て
い

な
い
」
（
二
三
頁
）
と
い
う
性
質
は
、
古
川
（
二
〇
一
九
）
の
結
論
づ
け
る
「
対

象
事
態
を
可
能
性
と
し
て
提
示
し
、
か
つ
、
別
の
可
能
性
と
比
較
す
る
」
（
三
六

頁
）
と
い
う
「
マ
シ
」
の
意
味
に
合
致
す
る
。
た
だ
し
、
𠮷𠮷
田
氏
は
、
「
マ
シ
」

と
共
起
す
る
「
モ
」
の
語
性
つ
い
て
「
『
あ
の
時
こ
う
し
て
お
い
た
ら…

』
と
い

う
後
悔
の
念
を
も
っ
て
〝
過
去
の
或
る
時
点
に
お
い
て
は
選
び
得
た
は
ず
の
選
択

肢
の
一
つ
〟
を
提
示
す
る
」
（
同
頁
）
と
も
言
及
す
る
が
、
挙
例
さ
れ
る
（
１
ｂ
）

の
家
持
亡
妾
挽
歌
の
一
首
は
、
「
黄
泉
へ
の
道
筋
を
知
っ
て
い
た
な
ら
ば
、
妻
を

留
め
る
関
所
を
置
い
た
の
に
」
と
、
と
う
て
い
実
現
不
可
能
な
事
態
を
仮
想
す
る
。

こ
れ
を
「
選
び
得
た
は
ず
の
選
択
肢
」
と
解
す
る
こ
と
が
で
き
る
か
に
は
疑
問
が

残
ろ
う
。

（
４
）

一
例
を
挙
げ
る
と
、
「
神
風
の
伊
勢
の
国
に
も
あ
ら
ま
し
を
」
（
万
葉
二
・
一

六
三
）
に
つ
い
て
、
『
釈
注
』
は
「
『
も
』
は
詠
嘆
で
、
下
の
反
実
仮
想
の
『
ま
し

を
』
と
呼
応
す
る
」
と
解
釈
す
る
。

（
５
）

「
古
に
梁
打
つ
人
の
な
か
り
せ
ば
こ
こ
に
も
あ
ら
ま
し
柘
の
枝
は
も
」
（
万

葉
三
・
三
八
七
）
の
よ
う
に
、
「
マ
シ
」
を
含
む
要
素
が
終
止
せ
ず
に
連
体
修
飾

 

節
と
な
る
例
や
、
「
一
つ
松
人
に
あ
り
せ
ば
太
刀
佩
け
ま
し
を
衣
着
せ
ま
し
を
」

（
記
・
二
九
）
の
よ
う
に
、
ひ
と
つ
の
仮
定
条
件
節
に
複
数
の
後
件
を
想
定
し
う

る
例
に
つ
い
て
も
、
こ
の
文
型
に
含
め
る
。
た
だ
し
、
「
後
れ
居
て
恋
ひ
ば
苦
し

も
朝
狩
の
君
が
弓
に
も
な
ら
ま
し
も
の
を
」
（
万
葉
十
四
・
三
五
六
八
）
に
つ
い

て
は
、
仮
定
条
件
節
が
「
苦
し
も
」
の
み
に
係
る
も
の
と
し
て
判
断
し
、
「
仮
定

条
件
節
を
伴
わ
な
い
『
マ
シ
』
」
に
含
め
る
。

（
６
）

帰
結
に
相
当
す
る
部
分
に
「…

…

モ…
…

マ
シ
」
の
共
起
が
確
認
さ
れ
る
例

と
し
て
は
、
「
神
丘
の
山
の
黄
葉
を
今
日
も
か
も
問
ひ
た
ま
は
ま
し
明
日
も
か
も

見
し
た
ま
は
ま
し
」
（
万
葉
二
・
一
五
九
）
と
「
恋
も
な
く
あ
ら
ま
し
も
の
を
」

（
万
葉
十
五
・
三
七
三
七
）
と
が
挙
げ
ら
れ
る
。
前
者
は
〈
並
立
〉
と
し
て
、
後

者
は
否
定
と
の
共
起
と
し
て
も
解
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

（
７
）

当
該
歌
の
一
句
目
の
「
家
」
は
鏡
王
女
の
家
で
あ
る
が
、
五
句
目
の
「
家
」

に
つ
い
て
は
、
鏡
王
女
の
家
と
す
る
説
と
天
智
天
皇
の
家
と
す
る
説
と
が
あ
る
。

後
者
に
従
っ
た
場
合
、
「
家
」
に
下
接
す
る
「
モ
」
は
、
異
な
る
ふ
た
つ
の
「
家
」

が
同
じ
場
所
に
あ
る
こ
と
を
示
す
〈
並
立
〉
の
用
法
と
も
解
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

な
お
、
「
大
島
の
嶺
」
の
在
所
に
定
説
は
な
く
、
難
波
宮
か
ら
「
か
な
り
の
距
離

を
お
い
た
大
島
の
嶺
」
（
『
全
歌
講
義
』
）
と
見
れ
ば
、
「
（
ス
グ
近
ク
ト
ハ
ユ
カ
ナ

ク
ト
モ
）
せ
め
て
目
の
届
く
大
島
に
は
」
と
〈
最
小
限
度
〉
に
解
す
る
余
地
は
残

る
。

（
８
）

『
窪
田
評
釈
』
は
、
「
『
も
』
は
、
詠
嘆
」
と
し
つ
つ
も
、
「
『
石
木
』
は
、
非

情
の
も
の
、
又
劣
つ
た
も
の
と
し
て
云
つ
て
ゐ
る
」
と
す
る
。
な
お
、
諸
注
釈
書

に
指
摘
さ
れ
る
よ
う
に
、
非
情
物
と
し
て
の
「
石
木
」
は
、
「
石
木
を
も
問
ひ
放

け
知
ら
ず
」
（
万
葉
五
・
七
九
四
）
や
「
石
木
よ
り
生
り
出
し
人
か
」
（
万
葉
五
・
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の
文
型
、
お
よ
び
仮
定
条
件
節
を
伴
わ
な
い
「
マ
シ
」
の
文
型
に
は
、

「
マ
シ
」
が
実
現
可
能
性
の
低
い
事
態
の
希
望
に
は
た
ら
く
用
例
と
、

「
マ
シ
」
に
希
望
の
意
を
汲
み
と
り
が
た
い
用
例
と
が
混
在
し
て
い
る
。

そ
の
た
め
に
、
「…

…

ズ
ハ
（
上
代
特
殊
語
法
）…

…

マ
シ
」
に
比
し
て
、

助
詞
モ
の
共
起
率
が
小
さ
い
も
の
と
推
さ
れ
る
。 

 

四

お
わ
り
に

 

本
稿
で
は
、
助
動
詞
マ
シ
に
共
起
す
る
助
詞
モ
に
つ
い
て
、
そ
の

は
た
ら
き
を
考
察
し
た
。
そ
し
て
、
こ
の
「
モ
」
に
〈
最
小
限
度
〉
の

は
た
ら
き
を
認
め
が
た
く
、
「
ヌ
カ
（
モ
）
」
や
「
（
テ
）
シ
カ
（
モ
）
」

な
ど
の
希
望
表
現
と
共
起
す
る
場
合
と
同
様
に
、
実
現
可
能
性
の
低
い

事
態
に
対
す
る
欠
如
感
や
不
満
感
と
い
っ
た
情
意
を
表
す
、
〈
詠
嘆
〉

由
来
の
は
た
ら
き
を
認
め
る
べ
き
で
あ
る
と
結
論
づ
け
た
。 

な
お
、
希
望
表
現
と
助
詞
モ
の
共
起
関
係
を
考
察
し
た
小
池
（
二

〇
二
三
ａ
）
に
お
い
て
は
、
「
マ
シ
」
を
希
望
表
現
に
含
め
て
い
な
い
。

そ
の
理
由
は
、
本
稿
の
冒
頭
に
述
べ
た
よ
う
に
、
「
マ
シ
」
が
複
数
の

構
文
的
環
境
に
跨
っ
て
お
り
、
希
望
表
現
以
外
の
構
文
的
環
境
の
影
響

を
受
け
る
可
能
性
を
否
定
で
き
な
か
っ
た
た
め
で
あ
る
。
つ
ま
り
、
本

稿
は
、
小
池
（
二
〇
二
三
ａ
）
を
補
完
す
る
意
味
合
い
も
有
し
て
い
る
。 

最
後
に
、
残
さ
れ
た
課
題
を
述
べ
る
。
本
稿
で
は
、
上
代
を
検
討

対
象
と
し
た
が
、
中
古
に
お
け
る
用
例
は
、
や
や
様
相
を
異
に
す
る
。 

（

）
ａ 

夢
地
に
も
宿
貸
す
人
の
あ
ら
ま
せ
ば
寝
覚
に
露
は
払
は
ざ

ら
ま
し 

（
後
撰
・
七
七
〇
） 

ｂ

案
に
お
つ
る
こ
と
も
あ
ら
ま
し
か
ば
、
い
と
口
惜
し
く
ね

ぢ
け
た
ら
ま
し 

（
源
氏
・
藤
袴
） 

一
例
を
挙
げ
る
と
、
（

ａ
・
ｂ
）
の
よ
う
に
、
仮
定
条
件
節
内
の

「
マ
シ
」
に
「
モ
」
が
共
起
す
る
例
が
少
な
か
ら
ず
見
出
さ
れ
る
。
ま

た
、
小
池
（
二
〇
二
三
ｂ
）
に
て
指
摘
し
た
よ
う
に
、
漢
文
訓
読
文
に

お
い
て
は
、
「
マ
シ
」
と
「
モ
」
と
の
共
起
を
見
出
し
が
た
く
、
文
体

差
に
も
留
意
す
る
必
要
が
あ
る
と
推
さ
れ
る
。
い
わ
ゆ
る
「
た
め
ら
い
」

を
表
す
用
法
が
成
熟
す
る
な
ど
、
上
代
か
ら
中
古
に
か
け
て
の
「
マ
シ
」

の
意
味
変
化
を
ふ
ま
え
た
う
え
で
、
そ
れ
に
共
起
す
る
「
モ
」
に
も
ま

た
意
味
変
化
が
認
め
ら
れ
る
か
否
か
に
つ
い
て
は
、
さ
ら
な
る
検
討
が

要
さ
れ
る
。 

 ［
注
］ 

 

（
１
）

工
藤
（
一
九
六
三
）
や
𠮷𠮷
田
（
一
九
九
〇
）
、
森
野
（
一
九
九
八
）
の
整
理

は
、
い
ず
れ
も
「
マ
シ
」
を
意
志
・
推
量
の
助
動
詞
に
含
め
る
。
小
池
（
二
〇
二

二
）
に
お
い
て
も
、
同
様
の
立
場
を
採
り
、
共
起
す
る
「
モ
」
に
〈
最
小
限
度
〉

の
意
を
認
め
た
が
、
本
稿
で
は
、
そ
の
妥
当
性
を
再
考
す
る
。

（
２
）

希
望
表
現
を
整
理
し
た
濱
田
（
一
九
八
六
）
は
、
仮
定
条
件
節
、
お
よ
び

「
マ
シ
」
に
後
接
す
る
「
（
モ
ノ
）
ヲ
」
に
「
現
在
の
事
実
に
反
対
の
事
を
仮
定

す
る
」
（
二
一
四
頁
）
機
能
を
求
め
、
「
マ
シ
」
自
体
は
願
望
の
意
を
表
す
と
す
る
。

ま
た
、
山
口
（
一
九
六
八
）
は
、
「
マ
シ
」
を
「
推
量
」
と
「
意
志
（
希
望
）
」
と

に
大
別
で
き
る
こ
と
を
指
摘
す
る
。
そ
れ
ら
を
承
け
た
栗
田
（
二
〇
一
九
）
や
古

 

 
川
（
二
〇
一
八
・
二
〇
一
九
）
も
、
「
マ
シ
」
に
推
量
と
希
望
と
の
意
が
あ
る
こ

と
を
認
め
る
。

（
３
）

森
野
（
一
九
九
八
）
が
「
最
低
・
最
小
限
度
の
対
象
を
『
も
』
が
と
り
た
て

る
用
法
」
（
六
〇
頁
）
と
し
た
ほ
か
、
工
藤
（
一
九
六
三
）
や
大
野
（
一
九
九
三
）

は
、
助
詞
モ
の
根
底
に
不
確
定
や
不
安
を
認
め
つ
つ
、
〈
最
小
限
度
〉
の
は
た
ら

き
を
示
唆
す
る
。
な
お
、
𠮷𠮷
田
（
一
九
九
〇
）
が
「
意
志
・
願
望
・
命
令
文
内
」

に
お
け
る
助
詞
モ
共
起
の
根
拠
と
し
て
掲
げ
た
、
「
実
現
を
期
待
さ
れ
る
事
態
と

い
う
も
の
が
、
可
能
性
を
分
有
す
る
他
の
事
態
た
ち
と
の
並
立
関
係
を
免
れ
て
い

な
い
」
（
二
三
頁
）
と
い
う
性
質
は
、
古
川
（
二
〇
一
九
）
の
結
論
づ
け
る
「
対

象
事
態
を
可
能
性
と
し
て
提
示
し
、
か
つ
、
別
の
可
能
性
と
比
較
す
る
」
（
三
六

頁
）
と
い
う
「
マ
シ
」
の
意
味
に
合
致
す
る
。
た
だ
し
、
𠮷𠮷
田
氏
は
、
「
マ
シ
」

と
共
起
す
る
「
モ
」
の
語
性
つ
い
て
「
『
あ
の
時
こ
う
し
て
お
い
た
ら…

』
と
い

う
後
悔
の
念
を
も
っ
て
〝
過
去
の
或
る
時
点
に
お
い
て
は
選
び
得
た
は
ず
の
選
択

肢
の
一
つ
〟
を
提
示
す
る
」
（
同
頁
）
と
も
言
及
す
る
が
、
挙
例
さ
れ
る
（
１
ｂ
）

の
家
持
亡
妾
挽
歌
の
一
首
は
、
「
黄
泉
へ
の
道
筋
を
知
っ
て
い
た
な
ら
ば
、
妻
を

留
め
る
関
所
を
置
い
た
の
に
」
と
、
と
う
て
い
実
現
不
可
能
な
事
態
を
仮
想
す
る
。

こ
れ
を
「
選
び
得
た
は
ず
の
選
択
肢
」
と
解
す
る
こ
と
が
で
き
る
か
に
は
疑
問
が

残
ろ
う
。

（
４
）

一
例
を
挙
げ
る
と
、
「
神
風
の
伊
勢
の
国
に
も
あ
ら
ま
し
を
」
（
万
葉
二
・
一

六
三
）
に
つ
い
て
、
『
釈
注
』
は
「
『
も
』
は
詠
嘆
で
、
下
の
反
実
仮
想
の
『
ま
し

を
』
と
呼
応
す
る
」
と
解
釈
す
る
。

（
５
）

「
古
に
梁
打
つ
人
の
な
か
り
せ
ば
こ
こ
に
も
あ
ら
ま
し
柘
の
枝
は
も
」
（
万

葉
三
・
三
八
七
）
の
よ
う
に
、
「
マ
シ
」
を
含
む
要
素
が
終
止
せ
ず
に
連
体
修
飾

 

節
と
な
る
例
や
、
「
一
つ
松
人
に
あ
り
せ
ば
太
刀
佩
け
ま
し
を
衣
着
せ
ま
し
を
」

（
記
・
二
九
）
の
よ
う
に
、
ひ
と
つ
の
仮
定
条
件
節
に
複
数
の
後
件
を
想
定
し
う

る
例
に
つ
い
て
も
、
こ
の
文
型
に
含
め
る
。
た
だ
し
、
「
後
れ
居
て
恋
ひ
ば
苦
し

も
朝
狩
の
君
が
弓
に
も
な
ら
ま
し
も
の
を
」
（
万
葉
十
四
・
三
五
六
八
）
に
つ
い

て
は
、
仮
定
条
件
節
が
「
苦
し
も
」
の
み
に
係
る
も
の
と
し
て
判
断
し
、
「
仮
定

条
件
節
を
伴
わ
な
い
『
マ
シ
』
」
に
含
め
る
。

（
６
）

帰
結
に
相
当
す
る
部
分
に
「…

…

モ…
…

マ
シ
」
の
共
起
が
確
認
さ
れ
る
例

と
し
て
は
、
「
神
丘
の
山
の
黄
葉
を
今
日
も
か
も
問
ひ
た
ま
は
ま
し
明
日
も
か
も

見
し
た
ま
は
ま
し
」
（
万
葉
二
・
一
五
九
）
と
「
恋
も
な
く
あ
ら
ま
し
も
の
を
」

（
万
葉
十
五
・
三
七
三
七
）
と
が
挙
げ
ら
れ
る
。
前
者
は
〈
並
立
〉
と
し
て
、
後

者
は
否
定
と
の
共
起
と
し
て
も
解
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

（
７
）

当
該
歌
の
一
句
目
の
「
家
」
は
鏡
王
女
の
家
で
あ
る
が
、
五
句
目
の
「
家
」

に
つ
い
て
は
、
鏡
王
女
の
家
と
す
る
説
と
天
智
天
皇
の
家
と
す
る
説
と
が
あ
る
。

後
者
に
従
っ
た
場
合
、
「
家
」
に
下
接
す
る
「
モ
」
は
、
異
な
る
ふ
た
つ
の
「
家
」

が
同
じ
場
所
に
あ
る
こ
と
を
示
す
〈
並
立
〉
の
用
法
と
も
解
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

な
お
、
「
大
島
の
嶺
」
の
在
所
に
定
説
は
な
く
、
難
波
宮
か
ら
「
か
な
り
の
距
離

を
お
い
た
大
島
の
嶺
」
（
『
全
歌
講
義
』
）
と
見
れ
ば
、
「
（
ス
グ
近
ク
ト
ハ
ユ
カ
ナ

ク
ト
モ
）
せ
め
て
目
の
届
く
大
島
に
は
」
と
〈
最
小
限
度
〉
に
解
す
る
余
地
は
残

る
。

（
８
）

『
窪
田
評
釈
』
は
、
「
『
も
』
は
、
詠
嘆
」
と
し
つ
つ
も
、
「
『
石
木
』
は
、
非

情
の
も
の
、
又
劣
つ
た
も
の
と
し
て
云
つ
て
ゐ
る
」
と
す
る
。
な
お
、
諸
注
釈
書

に
指
摘
さ
れ
る
よ
う
に
、
非
情
物
と
し
て
の
「
石
木
」
は
、
「
石
木
を
も
問
ひ
放

け
知
ら
ず
」
（
万
葉
五
・
七
九
四
）
や
「
石
木
よ
り
生
り
出
し
人
か
」
（
万
葉
五
・
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八
〇
〇
）
な
ど
、
憶
良
の
表
現
を
借
り
た
も
の
と
推
さ
れ
る
。

（
９
）

小
柳
（
二
〇
〇
六
）
は
、
「
単
数
を
表
す
確
例
は
ラ
の
上
接
名
詞
が
『
娘

子
・
子
』
に
限
ら
れ
る
」
（
四
〇
頁
）
と
し
つ
つ
、
唯
一
の
例
外
と
し
て
当
該
歌

を
掲
げ
て
「
こ
の
『
妻
ら
』
は
死
人
の
妻
一
人
を
指
す
と
見
る
の
が
通
説
」
（
四

九
頁
：
注
四
）
と
す
る
。
た
だ
し
、
小
柳
氏
も
指
摘
す
る
よ
う
に
、
鉄
野
（
二
〇

〇
六
）
は
、
「
妻
ら
」
が
妻
以
外
の
家
族
を
も
指
す
と
解
釈
す
る
。 

（
１
０
）

「
言
繁
き
里
に
住
ま
ず
は
今
朝
鳴
き
し
雁
に
た
ぐ
ひ
て
行
か
ま
し
も
の
を
」

（
万
葉
八
・
一
五
一
五
）
と
、
「
我
妹
子
に
恋
ひ
つ
つ
あ
ら
ず
は
秋
萩
の
咲
き
て

散
り
ぬ
る
花
に
あ
ら
ま
し
を
」
（
万
葉
二
・
一
二
〇
）
と
に
つ
い
て
も
、
こ
の
類

型
に
含
め
た
。
た
だ
し
、
前
者
は
、
必
ず
し
も
雁
に
な
る
こ
と
を
含
意
す
る
わ
け

で
な
く
、
後
者
は
、
「
こ
の
世
か
ら
消
え
て
し
ま
う
こ
と
」
を
望
む
類
型
と
も
解

さ
れ
る
。 

 

［
用
例
出
典
］ 

本
稿
で
用
例
数
を
示
し
た
場
合
に
は
、
以
下
の
資
料
を
集
計
の
対
象
と
し
た
。

な
お
、
用
例
の
検
索
に
は
、
国
立
国
語
研
究
所
（
二
〇
二
三
）
『
日
本
語
歴
史
コ

ー
パ
ス
』
（Ver. 2023.3

）
を
適
宜
使
用
し
た
。 

『
万
葉
集
』
（
『
新
編
日
本
古
典
文
学
全
集
』
（
小
学
館
）
に
よ
る
）
、
『
古
事

記
』
歌
謡
・
『
日
本
書
紀
』
歌
謡
・
『
続
日
本
紀
』
歌
謡
・
『
風
土
記
』
歌

謡
・
『
仏
足
石
歌
』
（
以
上
『
日
本
古
典
文
学
大
系

古
代
歌
謡
集
』
（
岩
波
書

店
）
に
よ
る
）
、
『
続
日
本
紀
』
宣
命
（
北
川
和
秀

編

『
続
日
本
紀
宣
命

校
本
・
総
索
引
』
（
吉
川
弘
文
館
）
に
よ
る
）
、
『
延
喜
式
』
祝
詞
（
沖
森
卓

也

編

『
東
京
国
立
博
物
館
蔵
本

延
喜
式
祝
詞
総
索
引
』
（
汲
古
書
院
）
に

 

よ
る
）

＊
『
記
紀
』
歌
謡
・
『
万
葉
集
』
中
の
重
出
歌
、
『
日
本
書
紀
』
の
訓
字
表
記

の
歌
謡
に
つ
い
て
は
、
そ
れ
ぞ
れ
を
用
例
と
し
て
認
め
た
。

＊
『
万
葉
集
』
に
つ
い
て
は
、
読
添
え
例
も
用
例
と
し
て
認
め
た
。

集
計
の
対
象
外
で
は
あ
る
が
、
本
文
中
に
引
用
し
た
資
料
を
つ
ぎ
に
示
す
。 

『
後
撰
和
歌
集
』
（
『
新
日
本
古
典
文
学
大
系
』
（
角
川
書
店
）
に
よ
る
）
、

『
源
氏
物
語
』
（
『
新
編
日
本
古
典
文
学
全
集
』
（
小
学
館
）
に
よ
る
） 

 

［
参
考
文
献
］ 

浅
見

徹
（
一
九
六
六
）
「
助
詞
の
問
題
点
」
『
国
文
学 

解
釈
と
鑑
賞
』
（
三

一
・
一
二
）
、
八
〇‐

八
七
頁 

大
野

晋
（
一
九
九
三
）
『
係
り
結
び
の
研
究
』
岩
波
書
店 

工
藤
美
紗
子
（
一
九
六
三
）
「
『
も
』
と
い
う
助
詞
の
意
味
」
『
文
学
』
（
三
一
・
一

二
）
、
九
八‐

一
〇
四
頁 

栗
田

岳
（
二
〇
一
九
）
『
古
代
日
本
語
と
現
実
の
諸
様
態
』
清
文
堂 

小
池

俊
希
（
二
〇
二
二
）
「
意
志
・
推
量
の
助
動
詞
と
助
詞
モ
の
共
起―

上

代
・
中
古
に
お
け
る
用
例
整
理―

」
『
日
本
語
学
論
集
』
（
一
八
）
、
一‐

一

六
頁 

—
—
—
—
—

（
二
〇
二
三
ａ
）
「
上
代
に
お
け
る
希
望
表
現
と
助
詞
モ
の
共
起
」

『
萬
葉
』
（
二
三
五
）
、
六
四‐

八
一
頁 

—
—
—
—
—

（
二
〇
二
三
ｂ
）
「
訓
点
資
料
に
お
け
る
助
詞
モ
の
用
法
」
訓
点
語

学
会
第
一
二
九
回
研
究
発
表
会
（
口
頭
発
表
）
、
二
〇
二
三
年
一
〇
月
二
二

日
、
於
東
京
大
学 

 

 

小
柳

智
一
（
二
〇
〇
四
）
「
『
ず
は
』
の
語
法―

仮
定
条
件
句―

」
『
萬
葉
』
（
一

八
九
）
、
二
五‐

四
〇
頁 

—
—
—
—
—

（
二
〇
〇
六
）
「
上
代
の
複
数―

接
尾
語
ラ
を
中
心
に―

」
『
萬
葉
』

（
一
九
六
）
、
三
五‐

五
一
頁 

鉄
野

昌
弘
（
二
〇
〇
六
）
「
作
歌
と
文
字
表
現―

『
吾
等
』
を
め
ぐ
っ
て―

」

沖
森
卓
也
ほ
か

編

『
文
字
と
古
代
日
本

五

文
字
表
現
の
獲
得
』
、
六
八

‐

八
六
頁 

濱
田

敦
（
一
九
八
六
）
『
国
語
史
の
諸
問
題
』
和
泉
書
院 

古
川

大
悟
（
二
〇
一
八
）
「
上
代
の
特
殊
語
法
ズ
ハ
に
つ
い
て―

「
可
能
的
表

現
」―

」
『
萬
葉
』
（
二
二
五
）
、
六
二‐

八
二
頁 

—
—
—
—
—

（
二
〇
一
九
）
「
助
動
詞
マ
シ
の
意
味
」
『
国
語
国
文
』
（
八
八
・
一
）
、

三
四‐

五
四
頁 

森
野

崇
（
一
九
九
七
）
「
古
代
日
本
語
の
終
助
詞
『
も
』
の
機
能
」
『
二
松
学

舎
大
学
論
集
』
（
四
〇
）
、
八
五‐

一
〇
六
頁 

—
—
—
—
—

（
一
九
九
八
）
「
奈
良
時
代
の
係
助
詞
『
も
』
に
関
す
る
考
察
」
『
二

松
学
舎
大
学
論
集
』
（
四
一
）
、
四
七‐

六
九
頁 

山
口

堯
二
（
一
九
六
八
）
「
『
ま
し
』
の
意
味
領
域
」
『
国
語
国
文
』
（
三
七
・

五
）
、
二
一‐

三
五
頁 

𠮷𠮷
田

茂
晃
（
一
九
九
〇
）
「
万
葉
集
に
お
け
る
助
詞
『
も
』
の
文
中
用
法
」
『
島

大
国
文
』
（
一
九
）
、
一
五‐

三
三
頁 

 

［
注
釈
書
類
］ 

青
木
生
子
ほ
か

編

（
一
九
七
六‐

一
九
八
四
）
『
万
葉
集
』
（
新
潮
日
本
古
典
集

 

成
）
新
潮
社

阿
蘇

瑞
枝

（
二
〇
〇
六‐

二
〇
一
五
）
『
万
葉
集
全
歌
講
義
』
笠
間
書

院 

伊
藤

博

（
一
九
九
五‐

二
〇
〇
〇
）
『
万
葉
集
釈
注
』
集
英
社

稲
岡

耕
二

（
一
九
九
七‐

二
〇
一
五
）
『
万
葉
集
』
（
和
歌
文
学
大
系
）

明
治
書
院

沢
瀉

久
孝

（
一
九
五
七‐

一
九
七
七
）
『
万
葉
集
注
釈
』
中
央
公
論
社 

窪
田

空
穂

（
一
九
四
三‐

一
九
五
二
）
『
万
葉
集
評
釈
』
東
京
堂 

小
島
憲
之
ほ
か

編

（
一
九
七
一‐

一
九
七
五
）
『
万
葉
集
』
（
日
本
古
典
文
学
全

集
）
小
学
館

小
島
憲
之
ほ
か

編

（
一
九
九
四‐

一
九
九
六
）
『
万
葉
集
』
（
新
編
日
本
古
典
文

学
全
集
）
小
学
館

武
田

祐
吉

（
一
九
五
六‐

一
九
五
七
）
『
万
葉
集
全
注
釈
』
（
増
訂
版
）

角
川
書
店

多
田

一
臣

（
二
〇
〇
九‐

二
〇
一
〇
）
『
万
葉
集
全
解
』
筑
摩
書
房

久
松
潜
一

編

（
一
九
七
三‐

一
九
七
五
）
『
契
沖
全
集
』
（
一‐

七
）
岩
波

書
店

 

［
付
記
］ 

本
稿
は
、JSPS

科
研
費22K

J0552

の
助
成
を
受
け
た
も
の
で
あ
る
。 

 

（
こ
い
け

と
し
き

大
学
院
人
文
社
会
系
研
究
科

博
士
課
程
三
年
・ 

日
本
学
術
振
興
会
特
別
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八
〇
〇
）
な
ど
、
憶
良
の
表
現
を
借
り
た
も
の
と
推
さ
れ
る
。

（
９
）

小
柳
（
二
〇
〇
六
）
は
、
「
単
数
を
表
す
確
例
は
ラ
の
上
接
名
詞
が
『
娘

子
・
子
』
に
限
ら
れ
る
」
（
四
〇
頁
）
と
し
つ
つ
、
唯
一
の
例
外
と
し
て
当
該
歌

を
掲
げ
て
「
こ
の
『
妻
ら
』
は
死
人
の
妻
一
人
を
指
す
と
見
る
の
が
通
説
」
（
四

九
頁
：
注
四
）
と
す
る
。
た
だ
し
、
小
柳
氏
も
指
摘
す
る
よ
う
に
、
鉄
野
（
二
〇

〇
六
）
は
、
「
妻
ら
」
が
妻
以
外
の
家
族
を
も
指
す
と
解
釈
す
る
。 

（
１
０
）

「
言
繁
き
里
に
住
ま
ず
は
今
朝
鳴
き
し
雁
に
た
ぐ
ひ
て
行
か
ま
し
も
の
を
」

（
万
葉
八
・
一
五
一
五
）
と
、
「
我
妹
子
に
恋
ひ
つ
つ
あ
ら
ず
は
秋
萩
の
咲
き
て

散
り
ぬ
る
花
に
あ
ら
ま
し
を
」
（
万
葉
二
・
一
二
〇
）
と
に
つ
い
て
も
、
こ
の
類

型
に
含
め
た
。
た
だ
し
、
前
者
は
、
必
ず
し
も
雁
に
な
る
こ
と
を
含
意
す
る
わ
け

で
な
く
、
後
者
は
、
「
こ
の
世
か
ら
消
え
て
し
ま
う
こ
と
」
を
望
む
類
型
と
も
解

さ
れ
る
。 

 

［
用
例
出
典
］ 

本
稿
で
用
例
数
を
示
し
た
場
合
に
は
、
以
下
の
資
料
を
集
計
の
対
象
と
し
た
。

な
お
、
用
例
の
検
索
に
は
、
国
立
国
語
研
究
所
（
二
〇
二
三
）
『
日
本
語
歴
史
コ

ー
パ
ス
』
（Ver. 2023.3

）
を
適
宜
使
用
し
た
。 

『
万
葉
集
』
（
『
新
編
日
本
古
典
文
学
全
集
』
（
小
学
館
）
に
よ
る
）
、
『
古
事

記
』
歌
謡
・
『
日
本
書
紀
』
歌
謡
・
『
続
日
本
紀
』
歌
謡
・
『
風
土
記
』
歌

謡
・
『
仏
足
石
歌
』
（
以
上
『
日
本
古
典
文
学
大
系

古
代
歌
謡
集
』
（
岩
波
書

店
）
に
よ
る
）
、
『
続
日
本
紀
』
宣
命
（
北
川
和
秀

編

『
続
日
本
紀
宣
命

校
本
・
総
索
引
』
（
吉
川
弘
文
館
）
に
よ
る
）
、
『
延
喜
式
』
祝
詞
（
沖
森
卓

也

編

『
東
京
国
立
博
物
館
蔵
本

延
喜
式
祝
詞
総
索
引
』
（
汲
古
書
院
）
に

 

よ
る
）

＊
『
記
紀
』
歌
謡
・
『
万
葉
集
』
中
の
重
出
歌
、
『
日
本
書
紀
』
の
訓
字
表
記

の
歌
謡
に
つ
い
て
は
、
そ
れ
ぞ
れ
を
用
例
と
し
て
認
め
た
。

＊
『
万
葉
集
』
に
つ
い
て
は
、
読
添
え
例
も
用
例
と
し
て
認
め
た
。

集
計
の
対
象
外
で
は
あ
る
が
、
本
文
中
に
引
用
し
た
資
料
を
つ
ぎ
に
示
す
。 

『
後
撰
和
歌
集
』
（
『
新
日
本
古
典
文
学
大
系
』
（
角
川
書
店
）
に
よ
る
）
、

『
源
氏
物
語
』
（
『
新
編
日
本
古
典
文
学
全
集
』
（
小
学
館
）
に
よ
る
） 

 

［
参
考
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献
］ 

浅
見

徹
（
一
九
六
六
）
「
助
詞
の
問
題
点
」
『
国
文
学 

解
釈
と
鑑
賞
』
（
三

一
・
一
二
）
、
八
〇‐

八
七
頁 

大
野

晋
（
一
九
九
三
）
『
係
り
結
び
の
研
究
』
岩
波
書
店 

工
藤
美
紗
子
（
一
九
六
三
）
「
『
も
』
と
い
う
助
詞
の
意
味
」
『
文
学
』
（
三
一
・
一

二
）
、
九
八‐

一
〇
四
頁 

栗
田

岳
（
二
〇
一
九
）
『
古
代
日
本
語
と
現
実
の
諸
様
態
』
清
文
堂 

小
池

俊
希
（
二
〇
二
二
）
「
意
志
・
推
量
の
助
動
詞
と
助
詞
モ
の
共
起―

上

代
・
中
古
に
お
け
る
用
例
整
理―

」
『
日
本
語
学
論
集
』
（
一
八
）
、
一‐

一

六
頁 

—
—
—
—
—

（
二
〇
二
三
ａ
）
「
上
代
に
お
け
る
希
望
表
現
と
助
詞
モ
の
共
起
」

『
萬
葉
』
（
二
三
五
）
、
六
四‐

八
一
頁 
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〇
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葉
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［
注
釈
書
類
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潮
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憲
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葉
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訂
版
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書
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多
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〇
）
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葉
集
全
解
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書
房
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松
潜
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編

（
一
九
七
三‐

一
九
七
五
）
『
契
沖
全
集
』
（
一‐

七
）
岩
波

書
店

 

［
付
記
］ 
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は
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研
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の
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成
を
受
け
た
も
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で
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る
。 
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